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序

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、京都府内の公共事業に伴う

埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。この間、当センターの業務の遂行

にあたりましては、皆様方のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

本書は『京都府遺跡調査報告集』として、平成20・21年度に京都府建設交通部

の依頼を受けて実施した仲ノ段遺跡、天田内遺跡、長岡宮跡第473次・南垣内遺跡、

長岡跡右京第986次・上里遺跡、新田遺跡、八幡木津線関係遺跡、国土交通省近

畿地方整備局の依頼を受けて実施した丹波綾部道路関係遺跡の発掘調査報告を収

録したものです。本書が学術研究の資料として、また、地域の埋蔵文化財への関

心と理解を深めるうえで、ご活用いただければ幸いです。

おわりに、発掘調査を依頼された国土交通省近畿地方整備局、京都府建設交通

部をはじめ、京都府教育委員会・福知山市教育委員会・京丹波町教育委員会・向

日市教育委員会・長岡京市教育委員会・八幡市教育委員会・精華町教育委員会な

どの各関係機関、ならびに調査にご参加、ご協力いただきました多くの方々に厚

く御礼申し上げます。

平成22年３月

財団法人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

理 事 長　　上 田 正 昭　　



-II-

例 言

１．本書に収めた報告は下記のとおりである。

　・仲ノ段遺跡第２・３次

　・天田内遺跡第２次

　・丹波綾部道路関係遺跡

　・長岡宮跡第473次・南垣内遺跡

　・長岡京跡右京第986次・上里遺跡

　・新田遺跡第７次

　・八幡木津線関係遺跡

２．遺跡の所在地、調査期間、経費負担者および報告の執筆者は下表のとおりである。
遺跡名 所在地 調査期間 経費負担者 執筆者

1. 仲ノ段遺跡２・３
次

福知山市大江町北有路
地内

平20.11.12～平20.12.19
平21.６.23～平21.８.28

京都府建設交通部 黒坪一樹・
柴暁彦

2. 天田内遺跡第２次 福知山市大江町天田内
地内

平21.４.21～平21.６.12 京都府建設交通部 筒井崇史

3 丹波綾部道路関係
遺跡

船井郡京丹波町曽根・
井脇

平21.５.８～平21.７.６、
平21.８.３～平21.９.18

国土交通省近畿地
方整備局

黒坪一樹・
石尾政信

4 長岡宮跡第473次・
南垣内遺跡

向日市寺戸町南垣内
56-１

平21.７.７～平21.７.28 京都府建設交通部 竹井治雄

5 長岡京跡右京第986
次・上里遺跡

長岡京市井ノ内玉ノ上
５-１

平21.10.20～平21.12.３ 京都府建設交通部 石尾政信

6 新田遺跡第７次 八幡市内里荒場・深田
地内

平21.10.14～平21.12.15 京都府建設交通部 柴暁彦

7 八幡木津線関係遺
跡

相楽郡精華町大字下狛
小字長芝・大福寺ほか

平20.11.11～平21.３.９ 京都府建設交通部 竹原一彦・
石崎善久

３．本書で使用している座標は、原則として世界測地系国土座標第６座標系によっており、方

位は座標の北をさす。また、国土地理院発行地形図の方位は経度の北をさす。

４．本書の編集は、調査第２課調査担当者の編集原案をもとに、調査第１課資料係が行った。

５．現場写真は主として調査担当者が撮影し、遺物撮影は、調査第１課資料係主任調査員田中

彰が行った。
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- （3）１トレンチ溝ＳＤ03、土坑ＳＫ01完掘状況（南から）

図版第２-（1）１トレンチ溝ＳＤ03土層堆積状況（西から）-

- （2）１トレンチ溝ＳＤ03土器出土状況（南西から）

- （3）１トレンチ土坑ＳＫ01検出状況-（南から）

図版第３-（1）１トレンチ土坑ＳＫ01石製品（題目塔、北から）

- （2）２トレンチ調査前風景（西から）

- （3）２トレンチ全体-（東から）

図版第４-（1）２トレンチ溝ＳＤ07全体（東から）

- （2）２トレンチ溝ＳＤ07土層堆積状況　（東から）

- （3）２トレンチ井戸ＳＥ05完掘状況（西から）

図版第５-（1）２トレンチ井戸ＳＥ05土層堆積状況（東から）

- （2）２トレンチＰ３検出状況（上が北）

- （3）２トレンチＰ３土層堆積状況（上が北）

図版第６-（1）出土遺物１

- （2）出土遺物２

５．長岡京跡右京第 986次（7ANGTE-4 地区）・上里遺跡

図版第１-（1）調査前の状況（北から）

- （2）調査トレンチ全景（北から）

- （3）調査トレンチ中央部流路跡ＳＤ02・04（北から）

図版第２-（1）流路跡ＳＤ01（西から）-

- （2）流路跡ＳＤ01（北から）

- （3）流路跡ＳＤ01東壁断面（西から）

図版第３-（1）流路跡ＳＤ02（東から）

- （2）調査トレンチ北部東壁断面（南西から）

- （3）調査トレンチ南部東壁断面（西から）

図版第４-（1）調査トレンチ全景（南から）

- （2）南壁断面（北から）

- （3）出土遺物
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６．新田遺跡第７次

図版第１-（1）Ｃ地区調査前の状況（北東から）

- （2）Ｃ地区１トレンチ全景（東から）

- （3）Ｃ地区２トレンチ全景（東から）

図版第２-（1）Ｃ地区３トレンチ全景（西から）

- （2）Ｃ地区２トレンチ南壁断面（北西から）

- （3）Ｃ地区４トレンチ南壁断面（北から）

図版第３-（1）Ｃ地区２トレンチ西壁断面（北東から）

- （2）Ｃ地区４トレンチ全景（北から）

- （3）Ｃ地区４トレンチ深掘り状況（東から）

図版第４-（1）Ｆ地区全景（北から）

- （2）Ｆ地区東壁断面（北西から）

- （3）Ｂ２地区全景（北西から）

図版第５-（1）Ｄ地区全景（西から）

- （2）Ｄ地区重機深掘り状況（北から）

- （3）Ａ地区全景（北西から）

図版第６-（1）Ａ地区深掘り状況（南東から）

- （2）Ａ地区南壁断面（北東から）

- （3）Ａ地区東西調査区西半部（東から）

図版第７-（1）Ａ地区東西調査区東半部（西から）

- （2）区画整理前、木樋出土状況（北から）

- （3）Ａ地区中央部断ち割り断面（南西から）

図版第８-（1）Ａ地区重機断ち割り状況（南西から）

- （2）Ｇ地区掘削状況（北西から）

- （3）Ａ地区作業状況（北東から）

７．八幡木津線関係遺跡

図版第１-（1）鞍岡山２号墳調査前全景（北西から）

- （2）２号墳表土除去後墳丘全景（北西から）

- （3）墳丘北斜面畦畔土層断面（北西から）

- （4）墳丘西裾周溝部畦畔土層断面（北から）

- （5）埋葬施設ＳＸ03検出状況（北東から）

- （6）埋葬施設ＳＸ03調査状況（南西から）

- （7）埋葬施設ＳＸ03木棺設置坑検出状況（南西から）

- （8）埋葬施設ＳＸ03畦畔b－b´土層断面（南西から）
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図版第２-（1）鞍岡山２号墳全景（北西から）

- （2）鞍岡山２号墳全景（左上が北）

図版第３- 鞍岡山２号墳埋葬施設ＳＸ03全景（南西から）

図版第４-（1）埋葬施設ＳＸ03西棺棺外鉄製品出土状況（北西から）

- （2）埋葬施設ＳＸ03東棺棺内副葬品（四獣形鏡・玉類）出土状況（南西から）

- （3）四獣形鏡出土状況（北西から）

図版第５-（1）東棺棺内玉類出土状況（北西から）-

- （2）東棺棺外玉類（北群）出土状況（北から）

- （3）東棺棺外玉類（南群）出土状況（北西から）

図版第６-（1）土器棺墓検出状況（北東から）

- （2）土器棺上部土器片除去後（北東から）

- （3）土壙墓ＳＸ01～02検出状況（北東から）

- （4）土壙墓ＳＸ01須恵器杯身出土状況（北西から）

- （5）土壙墓ＳＸ01～03全景（北から）

- （6）土壙墓ＳＸ01～03全景（北東から）

- （7）２号墳墳丘部土師器出土状況

- （8）２号墳墳丘部高杯出土状況

図版第７- 埋葬施設ＳＸ03出土金属製品（槍・剣）

図版第８- 埋葬施設ＳＸ03出土玉類および２号墳墳丘・周辺埋葬施設出土遺物

図版第９-（1）片山遺跡・下馬遺跡遠望（南東から）

- （2）調査地遠景（北西から）

- （3）片山遺跡第１トレンチ全景（南東から）

- （4）片山遺跡第２トレンチ全景（北東から）-

- （5）下馬遺跡第１トレンチ全景（西から）

- （6）下馬遺跡第２トレンチ全景（西から）

- （7）下馬遺跡第２トレンチ東部遺構検出状況（南東から）

- （8）下馬第３トレンチ全景（東から）

図版第10-（1）第４トレンチ全景（北西から）

- （2）第５トレンチ全景（北西から）

- （3）第６トレンチ全景（北西から）

- （4）第７トレンチ全景（北西から）

- （5）第８トレンチ全景（北西から）

- （6）第９トレンチ全景（北西から）

- （7）第10トレンチ全景（西から）

- （8）第12トレンチ全景（西から）
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図版第11-（1）第11トレンチ全景（西から）

- （2）第11トレンチ溝ＳＤ28、土坑ＳＫ34（北から）

- （3）第11トレンチＳＫ34遺物出土状況（北西から）

図版第12-（1）第11トレンチ東部下層面（東から）

- （2）第13トレンチ全景（南東から）

- （3）第14トレンチ全景（北から）

- （4）第15トレンチ全景（北西から）

- （5）第18トレンチ全景調査状況（北東から）

- （6）第18トレンチ自然流路ＳＲ16木製品出土状況（北から）

- （7）第19トレンチ全景（北西から）

- （8）第20トレンチ（北西から）

図版第13-（1）第16トレンチ全景（北西から）

- （2）第16トレンチ柱穴ＳＸ57（北西から））

- （3）第16トレンチ自然流路ＳＲ16遺物出土状況１（北西から）

図版第14-（1）第16トレンチ自然流路ＳＲ16遺物出土状況２（北西から）

- （2）第17トレンチ全景（北西から）

- （3）第17トレンチ柵ＳＡ58（北東から）

図版第15-（1）第21トレンチ全景（北西から）

- （2）第21トレンチ土坑ＳＫ49（南東から）

- （3）第21トレンチ柵ＳＡ18・59（南東から）

図版第16- 出土遺物
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１.仲ノ段遺跡第２・３次発掘調査報告

１．͸͡Ίʹ

仲ノ段遺跡は、京都府福知山市大江町北有路地内に所在する。༝ྑ઒の左؛に位置し、༝ྑ઒

の流れが、南に張り出した丘ྕにͿͭかり、ऄ行して大きく北側にਐ路をมえる௿位段丘面にあ

る（第１図）。ಉ遺跡は、京都府遺跡地図によると、土師器・土਴などを出土する中世の集མ遺跡

とされている。

１.仲ノ段遺跡- -日市遺跡ޒ.２ ３.北有路ผ৓跡- - ４.大҆寺遺跡- ５.大҆寺古墓- -
-ϲଜ遺跡ࡾ.６ ７.北有路৓跡- ８.ൺ丘ೌ԰ෑ遺跡- ９.੺ึ谷ޱ遺跡- 10.۝࿠԰ෑ遺跡- -
-Տ宮の下遺跡ࡾ.11 - -Տ古墳ࡾ.12 - 13.石ϒϩ古墳- 14.ೋՕ遺跡- -
15.ೋՕଜ৓跡- 16.南有路৓跡- 17.Ҿ地৓跡　- - 18.長ڮ寺遺跡- 19.高઒原遺跡- -
20.Ѩྑ須ਆࣾڥ内古墳- - 21.Ѩྑ須古墳群- - 22.Ѩྑ須৓跡- 23.ദ谷古墳群- -
24.上໺古墳- 25.芝ډ原遺跡- 26.上໺遺跡- - 27.大ྑ古墳- 28.Ѩྑ須遺跡- -
29.平遺跡- 30.仲ઋ古墳群- 31.波ඒ古墳群

第１図　調査地および周辺の遺跡分布図（国土地理院　1�25
000　Տक）
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仲ノ段遺跡の第１次調査は、༝ྑ઒のஙఅ޻事にઌཱち、京都府教育委員会によって実施され

た。この調査では中世の遺構・遺物が検出されている。当調査研究センターでは、京都府建設交

通部が実施するา道整備を目తとした一ൠ国道175号交通҆全施設౳整備事業に伴い、ಉ建設交

通部の依頼を受けて、トレンチ調査として平成20年度に第２次調査を実施した。第２次調査の݁

Ռを受けて、遺構ີ度が高い地఺を中心に、平成21年度に第３次調査を実施した。

第２次調査は、平成20年11月12日からಉ年12月19日まで実施した。現地調査は、調査第２課課

長ิ݉ࠤ第３係長石井ਗ਼࢘、ઐ໳調査員黒坪一樹が担当した。調査面積は߹200ܭᶷである。

第３次調査は、平成21年６月23日～平成21年８月28日まで実施した。現地調査は、調査第２課

課長ิ݉ࠤ第１係長小஑׮、主査調査員柴暁彦が担当した。調査面積は߹500ܭᶷである。調査

期間中は京都府教育委員会、福知山市教育委員会、地ݩ有ࢤの方々および調査ิॿ員の協力をಘ

た。記してँײする。本報告は黒坪・柴が執筆し、文຤に文੹を記した。

（黒坪一樹・柴　暁彦）

２．第２次ௐࠪ

１）ௐࠪܦա

調査地は西側の丘ྕからՏ઒ෑに向かう中間の௿位段丘上にあたっている。南北に長い調査ൣ

ғに、南からAトレンチで90ᶷ、Bトレンチで95ᶷ、Cトレンチで15ᶷの３トレンチを設定した（第

２・４図）。૯調査面積は200ᶷである。一ଳの平ۉతな標高は10N前後を測る。

第２図　調査区・トレンチ配置図
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調査の݁Ռ、A地区の北半か

らB地区全体にかけては、厚さ

10DN前後の表土௚下でߗい地

山面となり、検出した土坑から

江戸࣌୅の土ළのഁ片が出土し

たが、ͦのほかは、現୅のҴ木

ࠟがͭݟかったのΈである。な

お、中世Ҏ前の遺構面は完全に

削平され、࢒ଘしていなかった。

C地区では、Bトレンチからの

ଓきの溝状遺構΍土坑が検出さ

れ、ͦの上に現୅の埋土・੝土

である厚い೪࣭土（第１・４層）

΍׊৭系の堆積土（第２・３・

５層）の堆積がೝめられた（第３

図）。

A地区の南側は南西方向に܏

斜しており、ͦこにח૔࣌୅の

遺構΍遺物แؚ層がೝめられ

た。中世の遺構には、土坑、柱

穴、東のՏ઒側に向かうམちࠐ

Έ状遺構Ａ-ＳＸ01がある。

２）૚ং（第３図）

第３図　Ａ・Ｃトレンチ土層実測図

第４図　Ａ～Ｃトレンチ遺構平面図
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中世Ҏ前のแؚ層のあるA地区南でઆ໌する（第３図）。１・

２層は表土である。３層からは土師器などの中世の土器片΍

ᒵ׊৭のমけ土がแؚされ、北および西にいくほどബくなる。

４層上面で中世およびಸྑ・平҆࣌୅の遺構を検出した。４

層はಸྑ・平҆࣌୅の遺物แؚ層で、当期の土器がগ量出土

した。５層からは中世・ಸྑ・平҆࣌୅の遺物はなく、ೄ文

୅の土器が਺఺出土した。なお、西壁にある７層は、５層࣌

ಉ様ೄ文土器をؚΜでいたため、遺構として東側の平面で精

査したが、斜面にઉ状に堆積した流土のまとまりと൑断した。

６層は໌ᒵԫ৭೪࣭礫の地山となる。

（第４・５図）ߏग़遺ݕ（３

ஶな遺構・遺物がΈͭかったAトレンチ南半部にͭいてݦ

報告する。

中世の遺構として、ח૔࣌୅のམちࠐΈ状遺構Ａ-ＳＸ01、

柱穴、土坑がある。A-ＳＸ01は調査区の南東端にかかり、長

さ8.5̼、෯1.5̼、深さ0.4̼のن໛を測る（第５図）。埋土は҉

փ׊৭೪࣭土で、上層からఈ面にいたるまで全体తに遺物が

出土した。出土遺物には、土師器נ、ࡼ器࿶、ന࣓・੨࣓な

どの༌入ಃ࣓器、須恵器ᙈ、銭貨、土਴などがある。柱穴は

土師器΍石ӓの断片が出土した௚30～20ܘDNを測るＡ-ＳＰ

16のほか、Ａ-ＳＰ３・４・26・27など਺ج検出した。

ಸྑ・平҆࣌୅の遺構は土坑Ａ-ＳＫ05のΈで、中世のＡ-

ＳＸ01にյされている。須恵器杯のഁ片などが出土している。

４）ग़౔遺෺（第６・７図）

第６図１～10、第７図銭貨はམちࠐΈ状遺構Ａ-ＳＸ01より

出土した。１～３は土師器ࡼである。３が΍΍古く12世ل୅、

１・２は13世ل前半とΈられる。４はנ器࿶である。内面に

はஸೡなϛΨΩによる҉文があり、さらに外面も磨かれてい

る。12世ل୅の資料である。５は内ԑにޱϋήがೝめられる

中国製ന࣓ࡼのഁ片である。６～８は҉ΦϦーϒ৭をしたཾ

ઘ༼系の੨࣓࿶のഁ片である。８は࿈ห文が表現されている。

９は土਴である。ૈい成ܕで大きくઠ޸されている。10はנ

࣭のುである。13世ل前半のものであΖう。銭貨は３఺出土

第５図　Ａ-ＳＸ01実測図-
１～３は銭貨（第７図にରԠ）



仲ノ段遺跡第２・３次発掘調査報告

-ü-

した（第７図）。左から天ᜉ通ๅ（ॳர

1057年）、঺੟通ๅ（ॳர1094年）、㠐ೡ

。ๅ（ॳர1068年）であるݩ

11～13はＡトレンチ西壁の第５層およ

び第７層から出土したೄ文土器である。

11は෯޿の௜線が施された小ഁ片であ

る。ೄ文は施されていない。12は波௖部または೺手部分のഁ片で、ࢗಥࠟを中心に௜線が८る。

13は΍΍上げఈとなっているఈ部である。࣌期は中期຤から後期前半のものであΖう。

５）খ݁

Aトレンチ南半部から、ח૔࣌୅のམちࠐΈ状遺構（Ａ-4901）、土坑、柱穴、ಸྑ・平҆࣌୅

の土坑、ೄ文࣌୅の土器แؚ層などが֬ೝされた。ೄ文࣌୅からಸྑ・平҆࣌୅さらにח૔࣌୅

における遺物が出土したことで、長い期間にわたる人々のӦҝの跡がߟえられる。

ただ調査地఺は、仲ノ段遺跡集མの中心部ではなくՏ઒に向かって΍΍܏斜する外ԑ部である。

事ର৅地内においては、遺構・遺物の集中がA޻。後の調査に஫ҙしていかなければならないࠓ

トレンチ南半部にΈられることから、Aトレンチ南半部をؚめた東側と南側に発掘調査の主؟を

おく΂きであΖう。

（黒坪一樹）

第６図　出土遺物実測図

第７図　出土銭貨　実大（൪号は第５図にରԠ）
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３．第３次ௐࠪ

１）ௐࠪܦա

平成20年度の第２次調査のAトレンチ部分を重機により主に西に拡張し、実施した。調査地は

現在の里道部分を除外し、調査区を２分して里道の北側を１区、南側を２区とした（第２図）。調

査をਐめたとこΖ、Ａトレンチ周辺は地表下0.2̼で礫混じりの地山面に౸ୡしたが、東側の༝

ྑ઒دりにͭいては、丘ྕ部の張り出し部に、谷地形が埋຅していることを֬ೝした（第９図）。

２）૚ং

層序は、ج本తに１・２区とも共通する。表土およびߞ作土下は地山の土を੝り土した礫混じ

りのԫ׊৭土層（第９図４層、第13図３層）がݟられ、ͦの下に҉஡׊৭೪࣭土の遺物แؚ層（第

第８図　１区中近世遺構実測図
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第９図　１区土層実測図
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a a’

b b’

c c’

第11図　１区下層土層実測図（土層位置は第12図参র）

第10図　中近世遺構実測図、溝土層図
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９図７層、第13図６層）がある。２区および１区の西側（丘ྕ平坦部）ではԫ׊৭の礫混じりの೪

࣭土の地山となる部分はแؚ層がബく、東側を流れる༝ྑ઒に向かう܏斜にैって厚くなる。土

層࡯؍によると、調査で検出した谷地形は近世段֊には埋຅し、調査前の現地形でΈられたよう

な平坦面を形成していたとߟえられる。

ߏग़遺ݕ（３

（１）１区

ᶃۙੈͷ遺ߏ（第８図）

西側の丘ྕدりの地山面で検出した。検出した遺構はϐοト、土坑がある。

̨̠�0　土坑内を࣫۬でݻめたପԁ形の土坑である。

第12図　１区下層遺構実測図
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̨̠�1　平面形が方形をなしており、礫混じりの࣫۬でݻめていた。

̨̠36　土坑の壁周ғをݓ大から人಄大の礫を積Έ上げたஷ蔵穴である。東側は֧ཚにより、

。ଘしていただけであった。石૊の下部からං前࣓器の࿶が出土した࢒ఈ部の石૊がج

ᶄதੈͷ遺ߏ（第８図）

̨̠06　ઙい土坑でఈ面は平面をなす。埋土中からנ器࿶のഁ片が出土した。

̨̙�7　第２次調査においてམちࠐΈ状遺構Ａ-ＳＸ01とされており、西側の丘ྕから東側の

谷に向かって自然流路状にෆن則に流れていた。埋土中には古墳࣌୅～ಸྑ・平҆࣌୅、中世の

土器片とともに銭貨、ম礫、ম土、୸化物΍փが混じっていた。溝のఈ面をፘって小礫が流れࠐ

Έ、遺物の小片と混在していた。遺物は層位తに೺Ѳできるものではなく、ҟなった࣌期の遺物

が混在する状況であった。下流部にあたる東側では、一๊えもある਺ݸの֯礫が流路のఈ部෇近

でΈられた。ＳＤ32・34はＳＤ27と߹流するが、遺構の重ෳ関係をΈるとＳＤ27が後から流れࠐ

Μでいた。

第13図　２区遺構・土層実測図
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ᶅೄจ࣌୅ͷแؚ૚　中世の遺構面を重機により除去し、谷部斜面に堆積した黒৭೪土を検出

した（第11図２層）。堆積土中でもΖくなった土器は、औり上げ段֊で表ཪ面がṞམするݸ体が多

਺Έられた。大半が後期のものであるが、一部前期の土器も出土した。แؚ層内では、土器のほ

か石᭲・石਴・磨石΍石器のṞ片などが出土した。

（２）２区

表土およびߞ作土、੝土層を重機により除去した。ͦの後人力によりแؚ層をはͣし、礫混じ

りの地山面で遺構精査を行い、土坑、溝、ϐοトを検出した。ＳＫ03は௚0.6̼ܘを測るԁ形の

土坑で、土坑内に人಄大の礫໿20石を౤棄した状ଶであった。ߞ作に伴いෆ用な礫を集積したも

のとߟえられる。２区で検出した遺構は、出土遺物から、近世の遺構とࢥわれる。

４）ग़౔遺෺

出土遺物には、ೄ文土器、石器、古墳࣌୅の土器、ಸྑ・平҆࣌୅の土器、ח૔࣌୅の土器、

土製品、銭貨、近世ಃ࣓器などがある。

（１）ೄจ౔ث（第14図）

ೄ文土器には、前期の௺形文土器、中期຤の北ന઒Cࣜにൺ定される土器、後期前半の中津ࣜ

土器、৚ࠟ文土器、ԑଳ文土器ޱԑ部片と平ఈのఈ部片などがある。

１は௺形文土器である。器壁の厚さは２NNを測る。体部外面に半ፊ竹؅状޻۩のઌ端部をԡ

ѹしてʮCʯ字状の文様を施している。２はޱԑ端部をං厚さͤ、௜線を施す、ԑଳ文土器である。

後期ॳ಄のものとߟえられる。４はޱԑ端部にϔϥでࠁΈを施し、ޱԑ部外面にԡѹを施してい

る。５～10は磨ফೄ文土器の体部片である。外面に̡Ｒのೄ文を施文後、௜線を入れている。６

は中津ࣜの土器である。࣌期は後期前半である。11・12は৚ࠟ文土器である。いͣれもޱԑ端部

が࢒ଘし、横位の৚ࠟの調整である。端部は内面にං厚している。後期前半のものとߟえられる。

13はޱԑ端部が࢒る೨ࢳ文土器である。14は深ുのఈ部である。ఈ部は完ଘしている。৭調は内

外面とも੺׊৭をなし、଻土にཻ࠭をؚΜでいる。15～18は石᭲である。15～17はԜجແ᭲ܪで

ある。18は平جの֯ࡾ形᭲であるが、ະ製品のՄೳੑもある。石ࡐは15・17・18がαψΧΠト（҆

山16、（ؠは黒༵石である。19は黒༵石のṞ片である。αψΧΠトはಸྑݝのೋ上山の石ࡐを࢈

地とするものと、丹後半ౡで࢈出する҆山ؠがΈられる。いͣれの石ࡐもṞ片が出土しており、

集མ内で石器製作を行っていたՄೳੑがある。20はଧ製石ිである。ਕ部は࢒ଘするが、ઌ端部

はંଛしている。21～24は礫石਴である。྆端部をଧܽき、ඥかけ部を作出している。石ࡐは21

が࠭22、ؠはऄ໲24・23、ؠはՖቋ࣭ؠのؠ石である。25～30は磨石である。いͣれも表面が׈

らかになっている。磨石はݓ大のՏ઒礫の平石をར用している。

（第15図）ث୅ͷ౔࣌෿ݹ（�）

須恵器には、古墳࣌୅後期の杯֖、ఏළ、横ළ、ᆵ、ᙈなどがある。31～33は杯身である。34

は杯֖である。40は֖で、ܽଛしているが、内面にฦりがある。内面はճసφσのࠟ跡をݦஶに

かいΧΩ目が施されている。47ࡉଘする。体部には࢒す。45はఏළである。体部上半の一部が࢒
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第14図　出土遺物実測図（１）
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第15図　出土遺物実測図（２）
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は横ළ片である。

（3）ಸྑ࣌୅ͷ౔ث（第15図）

須恵器杯、杯֖などがある。35～39は֖である。35はๅचͭまΈ、36はፏ平ͭまΈである。

41・42は杯Bఈ部片である。43はᆵC、44はᆵ)である。46は࿶である。

（4）ฏ҆࣌୅ͷ౔ث（第15図）

黒৭土器A類が出土している（51～53）。48・49は྘ᬵಃ器である。ࢳ੾りࠟをఈ部に有する࿶

である。ᬵの発৭は୶྘৭、ԫ྘৭のものがݟられる。48・49はఈ部片である。このほか、須恵

器杯B・杯B֖および内面にҹࠁのある土師器ࡼが出土しているが図ࣔできなかった。

（第15～17図）ث୅ͷ౔࣌૔ח（�）

54～77は土師器ࡼである。54は削り出し高୆ఈ部にࢳ੾りࠟをもͭ。８ܘޱDN、器高1.5DNを

測る。ͦのଞのࡼはܘޱが８DNఔ度、器高1.2DN前後のもの（55～67）、ܘޱが12～13DN前後、

器高３DN前後のもの（69～77）がある。いͣれも内外面にࢦ಄ѹࠟが࢒る。

78～85はנ器࿶である。78は内面にີなϔϥϛΨΩがݟられる。15.7ܘޱDN、器高5.3DNを測る。

高୆は外方に΍΍޿がり、断面方形をなす。79は15.7ܘޱDN、器高5.3DNを測る。ࠐݟΈ部分に

ϔϥϛΨΩによる҉文がݟられる。高୆は断面֯ࡾٯ形のషり෇け高୆である。

86～91はന࣓・੨࣓࿶、੨ന࣓ࡼである。86はന࣓࿶のޱԑ部片である。ᬵ調は୶྘փ৭であ

る。87・88はന࣓ࡼである。87はҹࠁによる文様がݟられる。器壁は0.2DNとബい。88はࠐݟΈ

部分にՖห状のϔϥඳき文様がݟられる。89・90は੨࣓࿶である。内面にϔϥඳき文様がݟられ

る。91は੨ന࣓ࡼである。෮原ܘޱは11.7DN、器高2.2DN、器壁0.3DNを測る。ఈ部は上げఈ状

に੝り上がり、ࠐݟΈ部分はҹࠁによる文様がݟられる。ޱԑ端部内外面は重Ͷমきによる࿐଻

部分がある。

ᙈ（92）は体部外面に綾ਿ状のタタΩ目を施している。内面はέζϦ調整である。東೻磨系࣭נ

の土器とࢥわれる。94は࣭נುでᰍ部で外൓し、ޱԑ端部をંりฦしてؙくおさめている。外面

の調整はᰍ部௚下を縦位のϔϥέζϦ、下半部は横位のϔϥέζϦである。෮原ܘޱは31DNを

測る。࣭נӋ（95）זは෮原29.7ܘޱDNを測る。ؙΈをଳびる体部に௳がషり෇けられている。96

は࣭נすりുである。片ޱでޱԑ端部内面に段をもち、ͦれҎ下を۳状޻۩によりすり目が施さ

れている。土師器ᙈ（97）はؙΈをଳびながら外൓するᰍ部に横方向の一৚の௜線が८る。体部外

面の調整は斜め方向の൘状޻۩によるϋέ目、内面は横方向のϋέ調整がある。

（6）ͦ ͷଞͷ遺෺（第17図）

98～103は土਴である。98は長さ5.5DN、99は長さ5.2DN、޸の1.5ܘDNを測る。௚ܘは98・99

ともに3.3DNである。100～102はඨ形に成形された土਴である。長さは4.0～4.5DN、௚ܘは

3.3DN、޸のܘは1.5DNを測る。３DNを௒える大ܕのものが多਺を઎める。103は長さ6.2DN、࠷

大෯2.3DNを測る๰਴形をなす。ඥ通し穴は0.8DNである。

銭貨は、天ᜉ通ሞ（ॳர1017年）、ߑ෢通ሞ（ॳர1368年）がある。

104はෆ໌ಔ製品である。断面は΍΍ؙΈをもͭ。105・106は஁໶ᕥである。集མ内で小஁໶
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第16図　出土遺物実測図（３）



京都府遺跡調査報告集　第 øû÷ ࡭

-øý-

を行っていたことがਪ定される。

このほか、図化していないが、ං前

࣓器がＳＫ36から出土した。໢目文が

施されている。

５）খ݁

ճの調査では、集མに伴う遺構はࠓ

検出できなかったが、集མ内で廃棄さ

れたとࢥわれる遺物が谷部から出土し

た。集མ本体は丘ྕ裾部の平坦面に

あることは間ҧいない。

༧૝できる集མには、出土した྘ᬵಃ器΍ന࣓・੨ന࣓からΈて、׭ᦰత施設のཁૉもΈられ

るが、༝ྑ઒に近いという遺跡のཱ地から、༝ྑ઒のਫӡをར用した物資の集積地および中ܧ地

఺としての機ೳをもった集མのՄೳੑもߟえられる。

ೄ文࣌୅は、土器΍石器、石器製作に伴うṞ片が出土していることから、西側の丘ྕからଓく

平坦面に集མがଘ在するものとࢥわれる。集མのཱ地は、遺跡より1.5LNほど༝ྑ઒下流の左؛

に位置するࡾՏ宮の下遺跡とಉ様である。

（柴　暁彦）

４．·ͱΊ

仲ノ段遺跡第２・３次調査の݁Ռ、ೄ文࣌୅前期・中期・後期の土器΍石器、古墳࣌୅後期の

須恵器、ಸྑ・平҆࣌୅の須恵器、土師器、黒৭土器などの遺物が出土し、中世の土坑・溝、近

世の土坑などの遺構が検出された。もっとも量తに多い中世における仲ノ段遺跡のੑ֨は、３次

調査の小݁でも;れたように、༝ྑ઒のਫӡをར用した物資の集積地఺であったՄೳੑがある。

後の調査により中世をはじめとする仲ノ段集མのൣғ΍内実が次第に໌らかとなることを期଴ࠓ

したい。

（黒坪一樹）

ௐࠪࢀՃ 真下य़ඒ、小ౡ݈೭հ、調査ิॿ員ɿԞ田ӫ٢　（শུܟऀ）

- -- - 　　整理員ɿؙ谷はまࢠ

参ߟ文ݙ

八੉正雄ʮᶗ　土遺跡（第３、４次）ʯ（『福知山市文化財調査報告書』第54集　福知山市教育委員会）　

2007

八੉正雄ʮᶗ　土遺跡ʯ（『福知山市文化財調査報告書』第56集　福知山市教育委員会）　2008

第17図　出土遺物実測図（４）
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２.天田内遺跡第２次発掘調査報告

１．͸͡Ίʹ

事にઌཱち、京޻のา道設置（শݺҎ下府道と）ճの発掘調査は、主ཁ地方道綾部大江宮津線ࠓ

都府建設交通部の依頼を受けて実施したものである。վྑ޻事に伴って調査ର৅となった天田内

遺跡は、京都府福知山市大江町天田内に所在する。天田内遺跡の調査としては、چ大江町教育委

員会による遺跡のൣғ֬ೝ調査（第１次調査）
ㅭ㉅１ㅮ

が実施され、ࠓճが第２次調査となる。なお、ࠓ

ճの調査にઌཱって京都府教委員会がର৅地内のཱ会調査を行っており、ͦのࡍには໻ੜ࣌୅後

期から古墳࣌୅前期にかけての遺物が出土した。また、現在の府道の新設޻事のࡍにも、多਺の

遺物が出土しており
ㅭ㉅２ㅮ

。ճの調査でも遺構・遺物の検出が༧૝されたࠓ、

発掘調査は、当調査研究センター調査第２課課長ิ݉ࠤ調査第１係長小஑׮、ಉ課調査第３係

調査員筒井崇史が担当した。調査期間は、平成21年４月21日から６月12日までである。調査面積

は、当ॳ250ᶷの༧定であったが、当֘޻事をԁ׈にਐめるඞཁから事業者から依頼を受け拡張

を行ったため、࠷ऴతな調査面積は350ᶷとなった。また、発掘調査と整理作業には多くの調査

ิॿ員・整理員の参加・協力をいただいた
ㅭ㉅３ㅮ

。本報告の執筆は筒井が行った。

なお、本報告で用いた国土座標系は世界測地系を使用した。調査期間中は、京都府教育ிࢦಋ

部文化財อޢ課・福知山市教育委員会などの関係ॾ機関からご教ࣔ・ご協力をいただいた。

。ճの発掘調査にかかる経費は、全ֹ、京都府建設交通部が負担したࠓ

２．遺跡ͷҐஔͱྺ࢙తڥ؀

天田内遺跡は、༝ྑ઒のࢧ流である宮઒

の右؛に位置する（第１図）。༝ྑ઒との߹

流఺からは໿２LN上流の宮઒の右؛に位置

し、遺跡の東半部にはݩҏ੎外宮として知

られる๛受大ਆࣾが௟座する船岡山があ

る。船岡山の標高は໿42̼、ࠓճの調査地

の標高がおおΉͶ16～20̼で、ൺ高は20̼

Ҏ上を測る。

天田内遺跡周辺の遺跡としては、す͙北

側に荒ਆ௩古墳΍大໌ਆ௩古墳がある。ま

た、西方には、宮઒に流れࠐΉӢ原઒に面

して深田遺跡΍丘ྕ上に天田内古墳群があ
第１図　調査地位置図および周辺の遺跡分布図

（国土地理院　大江山　1�50
000）
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る。遺跡の南໿１LNには段古墳群΍段遺跡がある。段遺跡では、12世ل຤から13世لにかけて

の஁໶ੜ࢈遺構が検出されている。調査地周辺での調査事例はগないが、天田内遺跡にͭいては、

府道建設΍第１次調査にࡍして、໻ੜ࣌୅から古墳࣌୅の遺物が出土しており、上記古墳群との

関係΍集མ遺跡の一端を໌らかにできるՄೳੑが期଴された。

　

３．ௐࠪͷܦա

府道のվྑ޻事は、現在の府道のา道新設を目తとしていたため、調査区の෯は、ݶられた෯

になら͟るをಘなかった（第２図）。ࠓճの調査では、調査区を大きく４地区に分けたが、୐地΍

ാ地との関係上、小ن໛なトレンチをാ地ごとに設けることとなった。

発掘調査は、平成21年４月21日から２区をର৅として։࢝した。２区の調査は、ର৅となるൣ

ғがڱいので、当ॳから人力による調査を行った。５月８・11日には１区・３区・４区の重機に

よる表土掘削を行い、ͦの後、人力による調査を行った。２区を中心に多਺の遺物が֬ೝされた

ため、５月14日に現地協ٞを行い、当ॳഉ土置き場としていたか所もؚめて、Մೳなݶり調査を

実施することとなった。拡張部のうち、２・３区にͭいては人力で拡張を行い、１・４区にͭい

ては６月１日に重機による表土掘削を行い、ͦの後、人力による調査を行った。

調査の݁Ռ、１・４区にͭいてはएׯの遺物が出土したものの、大きく削平もしくは֧ཚされ

ており、ݦஶな遺構は検出できなかった。３区では北半部が４区とಉじような状況であったが、

第２図　トレンチ配置図及び周辺地形測量図
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南半部にͭいてはएׯの遺構とগ量の遺物が出土した。２区ではแؚ層から大量の遺物が出土し

たが、これらはいͣれも２次堆積であった。遺構としては地山上で土坑΍柱穴などを検出した。

調査にかかる作業はおおΉͶ６月ॳ०にはऴえ、１区・３区北半部にͭいては６月11日に重機

による埋め໭しを行った。２区・３区南半部・４区にͭいては６月５日から12日にかけてॱ次人

力による埋め໭しを行った。また、６月12日の調査ऴྃ後、地ݩ向けの発掘調査આ໌会を天田内

公ຽؗで実施した。これらをもってす΂ての調査をऴྃし、機ࡐをఫ収した。

なお、調査期間中の６月４日には福知山市ཱඒླ・有ਔ྆小学ߍのࣇಐが現地ݟ学に๚れた。

４．ௐࠪͷ֓ཁ

ߏग़遺ݕ（１

１区　長さ22N、෯３～６Nのෆ整形な形状をఄするトレンチである（第３図）。トレンチの大

半は現在の府道が新設されるҎ前の道路΍୐地౳の֧ཚにより、ݦஶな遺構は検出されなかった。

出土遺物としては、土師器΍須恵器などの土器片がごくগ量出土した。また、１区のす͙北側に、

、ճの調査にઌཱって京都府教育委員会が実施したཱ会調査地がある。ͦの調査成Ռの内༰はࠓ

おおΉͶ２区の調査成Ռと一கする。

２区　߹わͤて５か所のトレンチを設定した（２-１～２-５トレンチ）。このうち、２-５トレ

ンチにͭいては֧ཚがஶしくݦஶな遺構・遺物は検出されなかった。しかし、２-１～２-４トレ

ンチでは、柱穴౳構を検出する（第３図）とともに、แؚ層から大量の遺物が出土した。このため、

当ॳ、ഉ土置き場としていた地఺にͭいても、トレンチを拡張し、調査をਐめた݁Ռ、大量の遺

物が出土した。

２区のج本తな層序（第４図）は、上からߞ作土（１層）・黒׊৭γϧト（４層）・黒փ৭γϧト（５

層）・黒৭γϧト（６層）・地山となる。遺物は、主に黒׊৭γϧト層から出土し、黒փ৭γϧト

΍黒৭γϧトからの出土はわͣかである。黒׊৭～黒৭γϧトは２-１トレンチ南端で厚さ໿0.8

̼あり、北にബく堆積していることが൑໌するとともに、２-４トレンチ北端では厚さは໿0.15N

であることが൑໌した。

一部の遺構は、各แؚ層の上面で検出できたが、大半は地山上で֬ೝしたものである。検出遺

構としては、土坑΍柱穴などがあるが、調査ൣғがڱいため、建物に෮原することはできなかっ

た。土層の状況などから、古墳࣌୅などに૎りಘる遺構は、２-４トレンチで検出した土坑ＳＫ

25・31、溝ＳＤ32などにݶられる。また、多਺の遺物が出土したものの、୦穴ࣜॅډ跡౳のॅډ

施設を検出することはできなかった。

３区　߹わͤて２か所のトレンチを設定した（３-１・３-２トレンチ）。３-１トレンチから３-

２トレンチの南半部にかけて２区からଓく黒׊৭γϧト層などを֬ೝしたが、出土遺物の量はগ

なかった。ݦஶな遺構として、３-２トレンチで土坑ＳＫ28とͦの下層で土坑ＳＫ29を検出した。

ＳＫ28からは中世の土師器ࡼが出土しており（第７図98・99）、ͦの࣌期に位置ͮけられる。３-

２トレンチの北半部は୐地の建設に伴い大きく削平されたようで、֧ཚがஶしく、ݦஶな遺構・



京都府遺跡調査報告集　第 øû÷ ࡭

-2÷-

第３図　各調査トレンチ平面図
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遺物は検出されなかった。

４区　大小߹わͤて４か所のトレンチを設定した（４-１～４-４トレンチ）。しかし、昭࿨30年

୅の府道建設΍୐地建設などによって地山ͦのものが大きく削平されたような状況であることが

֬ೝでき、ごくগ量の遺物を除いてݦஶな遺構は検出されなかった。

２）ग़౔遺෺

・৭γϧト׊ճ出土した遺物は遺構に伴うものはগなく、大部分は２区を中心に堆積した黒ࠓ

第４図　各調査トレンチ土層断面図
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黒փ৭γϧト・黒৭γϧトから出土した。出土遺物は、器表面の࢒ଘ状況がྑ޷なものが多いも

のの、ഁ片化したものが多く、全༰を知ることができるものはগない。ࠓճの報告では、できる

だけ器छ構成΍器形のҧいなどをࣔすものをऔり上げ、Մೳなݶり図化に౒めた。なお、４区出

土遺物で、図ࣔできるものはなかった。なお、出土遺物の૯量は整理ശにして10ശである。

１区出土遺物は量తにඇৗにগなく、土師器ᙈ・高杯のഁ片を図ࣔできたにա͗ない（１・２）。

２区出土遺物としては໻ੜ土器ᆵ・ᙈ、土師器ᆵ・ᙈ・ു・高杯、須恵器杯・֖・高杯など多

छ多様で、量తにも多い。

３～33は２-１トレンチで出土した。３・４は໻ੜ土器である。３は大ܕのᆵのݞ部で、۳ඳ

きによる波状文と௚線文を施す。４は外面にタタΩ調整を有するᙈである。５～32は土師器であ

る。５～10・12はೋ重ޱԑᆵで、器壁の厚さなどから大ܕ品と小ܕ品があるとߟえられる。12は

ᆵޱであったՄೳੑがある。11はᆵのఈ部である。16は௚ޱԑ端部がԡしԜめられており、片ޱ

である。14・15は小ܕの器୆である。17～28はᙈである。17・21・22はޱԑ端部をͭまΈ上げる

もの、18・25はޱԑ端部内面がං厚するもの、19・20・23・24・26・27はޱԑ端部をؙく収める

。状をఄするޱԑ端部をܽଛするが、受けޱ体に分けることができる。28はݸ体と面をなすݸ

29・30は࿶状の高杯の杯部である。31・32は高杯の٭部である。33・34はുである。35～39は須

恵器である。35は杯である。36・37は高杯の٭部である。38はᆵまたは￼の体部である。39はᙈ

のޱԑ部である。

40～77は２-２トレンチで出土した。40～70は土師器である。40～43はೋ重ޱԑᆵである。44

は小ؙܕఈ土器である。45はᆵの、46はᙈのఈ部とߟえられる。47～54はᙈである。47はෳ߹ޱ

ԑをఄする山ӄ系のᙈである。49はޱԑ端部内面がං厚する布ཹࣜᙈである。48・50～54はޱԑ

端部をؙく収める、もしくは面をなすものである。55～65は高杯である。55～57は高杯杯部であ

る。55はഁ片なのでৄࡉはෆ໌であるが、58～60は高杯杯ఈ部である。59・60は杯ఈ部と杯ޱԑ

部の઀߹面の調整ࠟ跡が໌ྎに分かる資料である。59はϋέ調整で、60はϔϥ状޻۩でࠁΈ目を

施す。61～64は高杯٭部である。いͣれも裾部で۶ۂして大きく։く形ଶをఄする。65も高杯٭

部で、؇΍かにʮϋʯ字状に։くものである。66～69はുであるが、66・67は࿶形の高杯の杯部

のՄೳੑもある。68は内ؾ܏ຯのޱԑ部を有する。69は໻ੜ土器のՄೳੑがある。70は杯であΖ

うか。71～73は須恵器である。71は全体の形ଶを知ることができる杯である。72は高杯の֖のͭ

まΈである。73は杯か高杯の֖であΖう。74はᆵか￼の体部であΖう。ݞ部にྻ఺文と௜線を１

৚施す。75～77は製Ԙ土器である。75はいわΏるʮ船岡ࣜʯ製Ԙ土器のఈ部片に類ࣅする
ㅭ㉅４ㅮ

。

78～88は２-３トレンチで出土した。78～84は土師器である。78～82はᙈである。79は内面に

われるࢥʯᙈとܕくφσを施したࠟ跡が３৚ほどΈられることから、いわΏるʮ੨໺ڧ
ㅭ㉅５ㅮ

。83は大

柱部である。85は土਴である。86～88は須恵器である。86・87は高٭のുである。84は器୆のܕ

杯΍࿶のޱԑ部のഁ片とߟえられる。88は器୆とߟえられ、外面にタタΩ調整の後ΧΩϝを施す。

内面にはタタΩ調整に伴う当て۩ࠟが࢒る。

89～96は２-４トレンチで出土した。89はᆵかᙈとࢥわれる。90はೋ重ޱԑᆵであΖうか。91
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第５図　出土遺物実測図（１）
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第６図　出土遺物実測図（２）
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はുである。92はᙈである。93は高杯の杯部あるいは高杯の杯部である。94～96は須恵器֖であ

る。

３区出土遺物には土師器ᆵ・ᙈ・高杯、須恵器杯・֖などがあるが、２区にくら΂、量తにগ

ない。

97は３-１トレンチで出土した須恵器である。高杯のޱԑであΖうか。98～103は３-２トレン

チで出土した。98～102は土師器である。98・99は土坑ＳＫ28から出土した。98は土師器ࡼである。

99は࿶もしくは杯のఈ部で、外面にࢳ੾りࠟが࢒る。100～102はᙈである。103は須恵器杯である。

上ड़の71よりも形ࣜతに後出する資料である。

　

５．·ͱΊ

調査ൣғがݶられていたため、ݦஶな遺構は検出されなかったが、２区を中心に多਺の遺物が

出土した。これらの遺物は上ड़のように໻ੜ࣌୅後期から古墳࣌୅後期にかけてのものであり、

昭࿨30年୅に現府道が新設されたࡍにも多くの遺物が出土したといわれており
ㅭ㉅６ㅮ

ճの調査地周ࠓ、

第７図　出土遺物実測図（３）
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辺に当֘期の集མが޿がっているとߟえられた。ただ、ࠓճの調査では୦穴ࣜॅډ跡౳の遺構を

検出することはできなかったので、ࠓ後の周辺の調査に期଴される。

（筒井崇史）

஫１- দ本学തʮ天田内遺跡発掘調査֓ཁʯ（『大江町文化財調査報告書』第９集　大江町教育委員会）　

2001

஫２- ଜ上政市ほかʮ大江町の古୅遺跡ʯ（『高઒原遺跡発掘調査報告書』（『大江町文化財調査報告』第１

集　大江町教育委員会）　1975

஫３- 調査ิॿ員ɿ真下੖ඒ・Ԟ田ӫ٢・小ౡ݈೭հ

- 整理員ɿ઒ଜ真༝ඒ・ਗ਼ਫ༑Ղࢠ・ଜ岡໻ੜ・Ӌ根෣

஫４　石部正ࢤ編『एڱ大൧－福井ݝ大൧郡大൧町ߟ古学調査報告－』福井ݝ大൧町　1966

- ৿ߒ一・石部正ࢤଞʮ福井ݝ田ӊ࿷におけるތ大ړ業遺跡調査報告ʯ（『ஓᲳ・近江・ذࢌ・Ѩ波に

おける古୅ੜ࢈遺跡の調査』　ಉࣾࢤ大学文学部文化学Պ）　1971

- 田୅߂・筒井崇史ほか『Ӝ入遺跡群　京都府遺跡調査報告書』第29࡭　（財）京都府埋蔵文化財調査

研究センター　2001

஫５- 石崎善久ʮ『੨໺ܕᙈ』にͭいてʯ（『京都府埋蔵文化財࿦集』第３集　（財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター）　1996

஫６- ஫２文ݙとಉじの器छ構成をߟえたい。
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３.丹波綾部道路関係遺跡発掘調査報告

͸͡Ίʹ
本書は国土交通省近畿地方整備局の委ୗにより、ಉ局がܭ画・建設する一ൠ国道478号京都縦

؏自ಈं道（丹波綾部道路）の建設޻事にઌཱち実施した発掘調査の報告である。平成21年度に調

査ண手した遺跡は、深ࢤ໺古墳群（京都府船井郡京丹波町曽根）、ஸ谷古墓（ಉ井脇）、および井脇

৓跡（ಉ井脇）の３遺跡である（第１図）。このうち井脇৓跡はདྷ年度もҾきଓき調査を実施する༧

定であるので、དྷ年度調査分とあわͤて報告する。ࠓճは調査をऴྃしている深ࢤ໺古墳群とஸ

谷古墓にͭいて報告する。

現地の調査期間および面積は、深ࢤ໺古墳群が平成21年５月８日からಉ年７月６日で500ᶷ、

ஸ谷古墓が平成21年８月３日からಉ年９月18日で200ᶷである。

調査担当は、調査第２課課長ิ݉ࠤ調査第１係長小஑׮、ಉઐ໳調査員黒坪一樹、第３係ઐ໳

調査員石尾政信が担当した。調査にあたっては、京丹波町教育委員会・京都府教育委員会にご協

力をಘたほか、地ݩの方をはじめ多くの方々に作業員および調査ิॿ員・整理員として調査に参

加していただいた
ㅭ㉅１ㅮ

。心より御礼申し上げたい。

第１図　調査地位置図（国土地理院　1�50
000　綾部・Ԃ部）
１.深ࢤ໺古墳群　　２.ஸ谷古墓　　３.井脇৓跡



京都府遺跡調査報告集　第 øû÷ ࡭

-2ÿ-

（１）深ࢤ໺古墳群

１．遺跡ͷگݱ

深ࢤ໺古墳群は、府ࢦ定文化財ቭঁ形৥ྠが出土したことでஶ名なԘ谷古墳群の南東部にల։

する古墳群である。෇近にはԘ谷古墳群のほか、

深ࢤ໺古墳群とಉ様の横穴ࣜ石ࣨ墳が఺在する

宮のӜ古墳群などの古墳がある。昭࿨44年に深

࢒໺古墳群は、宮のӜ古墳群とともに古墳のࢤ

ଘ状況などが౿査され、߹ج８ܭの横穴ࣜ石ࣨ

のଘ在が໌らかにされた。当࣌すでに古墳石ࡐ

の࿐出もΈられ、墳丘をؚめた࢒ଘ状況はかな

りよくない状況であった。ͦの後、ߞ地整理な

どで墳丘΍横穴ࣜ石ࣨの石ࡐはফࣦしてしまっ

た。調査࣌には、ઔ状地ੑの؇斜面にਫ田・ാ・

がり、昭࿨40年୅に記録された古墳石޿がྛ܀

。の఺在した場所は໌らかではなかったࡐ

２．ௐࠪܦա

京都府教育委員

会による古墳のൣ

ғ֬ೝ調査が、߹

６本のトレンチܭ

掘削により実施さ

れ、҉黒׊৭೪࣭

土の溝状の޿がり

がෳ਺֬ೝされ

た。ͦの݁Ռを受

けて当センターで

は、遺構のଘ在が

૝定されるͦれら

の地఺を中心に、

３ͭの調査区ܭ߹

を設定し、重機に

第２図　調査地位置図（国土地理院1�25
000　Ԃ部）
１.深ࢤ໺古墳群　２.Ԙ谷古墳群　３.宮のӜ古墳群

第３図　調査地区配置図
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よる掘削と作業員による人力掘削を行った。調査区および掘削面積は、北から１地区が250ᶷ、

２地区が200ᶷ、３地区が50ᶷの߹500ܭᶷである。１地区からॱに精査を重Ͷた݁Ռ、１地区で

は北東部を除いてはߞ地整理による掘削により古い遺構面はまったく֬ೝできなかった。出土遺

物には、当地が削平されたり෇近から流入したことによる遺物がわͣかに出土した。

２地区では࣌期ෆ໌の多くの小杭跡΍、ח૔࣌୅の土坑ＳＫ02がΈͭかった。さらにח૔࣌୅

からೄ文࣌୅の土器แؚ層΍、ͦの下層で溝ＳＤ01を֬ೝした。このＳＤ01のੑ֨をはっきりさ

ͤるため、南側を100ᶷ拡張した。

３地区では、ߞ作土のྑ޷なਫ平堆積がೝめられた。南西端の中間層で、２地区とಉ様の小さ

な杭跡が３جΈͭかった。杭跡内΍この面からの出土遺物はなく、࣌期はෆ໌である。

これら３地区の測量΍土層・遺構の実測作業および写真撮影を行い、関係機関に状況આ໌を行

った後、す΂ての地区を埋め໭して現地作業をऴྃした。

３．１地区ͷ遺ߏͱ遺෺

ߏग़遺ݕ（１

１地区は深ࢤ໺古墳群の࠷南に位置する古墳がかかるՄೳੑもあったが、重機掘削の݁Ռ、北

第４図　１～３地区土層断面図
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東۱部を除き近年のߞ地整理に伴う掘削が段丘礫面を削りࠐΈ、古い遺構のଘ在は皆ແであった。

北東۱部で黒৭೪土層の掘りࠐΈを検出した（第５図）。この掘りࠐΈの埋土を東壁の断面でݟる

と、表土である҉փ׊৭土（１層）Ҏ下、҉փԫ৭ૈ࠭混じり土（２層）、黒׊৭೪࣭土（３層）、҉

փ׊৭ૈ礫混じり೪࣭土（５層）のॱに堆積していた（第４図）。３層が掘りࠐΈの埋め土である。

出土遺物はないが、北東側の古墳のங଄にともなう地形վมのՄೳੑもある。５層はૈい礫を多

量にؚΉ೪࣭土の地山層である。

２）ग़౔遺෺

出土した土器は第６図にࣔした。

１は須恵器ᙈの体部片である。表面はタタΩ目、ཪ面は調整をφσফしているのが࡯؍される。

古墳࣌୅のものであΖう。２はম成が؁くփന৭をఄする平҆࣌୅（９世ل）の須恵器杯である。

ఈ部はϔϥ੾りະ整形である。３・４はנ器࿶片である。４はޱԑ部の内面をڧい横φσにより

第５図　１地区平面図

第６図　１地区出土遺物実測図
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整形している。外面は横φσとࢦԡさえࠟがΈられる。３・４ともח૔࣌୅に入る13世ل୅の資

料である。

５・６はཾઘ༼系の੨࣓࿶のഁ片で࿈ห文が表現されている。いͣれも৭調はփ྘৭で、࿈ห

部分は྘৭である。７は東೻系の須恵器ുのޱԑ部片である。13世ل୅である。８は丹波মᎬു

である。໌ ᒵ׊৭で内面のᎬり面には１本Ҿきの௜線が施されている。16世ل後半の資料である。

４．２地区ͷ遺ߏͱ遺෺

ߏग़遺ݕ（１

検出された遺構には溝ＳＤ01と土坑ＳＫ02がある（第７図）。

溝ＳＤ01はח૔࣌୅Ҏ前に谷ےを流れていた自然流路とΈられる。拡張部分では、現在の谷に

流れている西側の小Տ઒の方向に向かう。中間部で΍΍ऄ行する。検出された長さは20̼、෯は

。い部分で2.0̼、深さは0.3～0.4̼を測るڱ、いとこΖで2.5̼޿

溝内から出土遺物はなく、掘削࣌期のಛ定はできない。ただ、この溝を෴う第３層からೄ文࣌

୅からח૔࣌୅にかけての土器が出土したことから、ח૔࣌୅Ҏ前の溝といえる。

土坑ＳＫ02は、いびͭなԁ形で長࣠2.2̼、୹࣠1.5̼、深さ15DNを測る。黒৭೪࣭土を埋土とし、

土坑中から平҆࣌

୅の須恵器杯・࿶

の小断片が１఺ͣ

ͭ出土した。

２）ग़౔遺෺

土坑ＳＫ02およ

び第３層から土器

が出土している

（第８図）。

土坑ＳＫ02から

出土したのは須恵

器杯（３）と須恵器

࿶（４）である。い

ͣれも平҆࣌୅に

はいる９世لの資

料である。

黒৭೪࣭土であ

る第３層から出土

したもの（第８図

１・２・５～９） 第７図　２地区平面図
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には、ೄ文࣌୅からಸྑ・平҆࣌୅さら

にח૔࣌୅までの土器がある。１・２は

須恵器֖の断片である。΍΍高さのある

１は９世ل、ፏ平な形ଶのͭまΈ部であ

る２は８世ل຤に入るものである。５は

須恵器杯Bのఈ部片で９世ل୅のもので

ある。６・７はנ器࿶のഁ片で、７は内

外ۜ黒փ৭をఄするఈ部で、ࠐݟΈ部に

҉文が໌ྎにΈられる。ともに13世لに

入るものである。８はۜ黒৭をఄするנ器ࡼで෮原ޱԑ部ܘは9.5DN、器高1.5DNを測る。12世

はじめのものである。９はೄ文土器の深ു形土器である。１～1.5NNのཻ࠭を多ل຤から13世ل

くؚΉ୶஡׊৭の表面に、৚ࠟが施されている。ೄ文࣌୅後期～൩期にはいるものであΖう。

５．３地区ͷ遺ߏͱ遺෺

（第９図）ߏग़遺ݕ（１

׊は0.1～0.15̼の小さなもので、黒ܘ検出されただけである。௚ج期ෆ໌の小さな杭跡が３࣌

৭೪࣭土の埋土をもͭ。

２）ग़౔遺෺

掘削ഉ土から࠾集したנ器࿶の小ഁ片１఺のΈである。13世ل୅である。

６．খ݁

深ࢤ໺古墳群は、߹ج８ܭの横穴ࣜ石ࣨで構成される古墳群である。ࠓճの調査地は深ࢤ໺古

墳群の࠷南端にあって、古墳の主体部΍周ߺなどの遺構が検出できるՄೳੑがあった。しかし、

３か所の調査区のいͣれからも、古墳の形跡とΈられる遺構・遺物は検出されなかった。

୅の土坑ＳＫ02、さらにแؚ層中࣌ճの成Ռは、２地区において中世Ҏ前の溝ＳＤ01と平҆ࠓ

からೄ文土器、土師器、須恵器、ಃ࣓器などの

土器の出土をΈたことであΖう。ߑਫなどの影

を受け、自然流路をհしてこうした遺物が周ڹ

辺地からもたらされたとࢥわれる。土器の表面

はͦれほど磨໓していないものが多く、当調査

地周辺の谷部΍丘ྕ裾部には長い期間にわたる

集མ΍墓域がଘ在しているՄೳੑもある。ࠓ後

とも周辺の調査に஫ҙしていかなければならな

い。

（黒坪一樹）

第８図　２地区出土遺物実測図

第９図　３地区平面図



丹波綾部道路関係遺跡発掘調査報告

-úú-

（２）ஸ谷古墓

１．͸͡Ίʹ

調査地は国道27号線と国道173号線が交ࠩする船井郡京丹波町࿨田の交ࠩ఺から国道173号線を

右ંして北へ໿１LN北上した高谷઒右؛に所在し、北東方向にԆびる丘ྕ斜面に位置している。

現地調査は平成21年８月３日から９月18日をཁし、調査面積は200ᶷである。調査担当は調査

第２課課長ิ݉ࠤ調査第１係長小஑׮、ಉઐ໳調査員黒坪一樹、第３係ઐ໳調査員石尾政信が担

当した。

２．ௐࠪͷ֓ཁ

調査ର৅地は、北東方向にԆびる丘ྕ斜面の小さな尾根ےのઌ端෇近にあり、௚ܘ໿7.0̼、

ൺ高ࠩ໿0.8̼のԁ墳状をఄする。この部分が古墓とされている。ͦの南西部にൺ高ࠩ໿1.0̼、

෯໿10̼の方墳状の高まりがݟられ、北東部の古墓との間にງ੾り状のۼΈがݟられる。古墓の

௖఺෇近に方形の୆石の上に高さ45DN、෯19.2DN、厚さ12DNを測る石碑が置かれていた。石碑

の正面にʮۭ田主ົྶષೌ೭ྶʯ、左側面にʮݩ࿣े࿡年四月ೋ೓一日　ୌ谷˘ඦʯ、右側面にʮ施

主　西ଜຠ治　দଜ善蔵ʯとある。また、調査地北西側の樹木の間には੊とਪ定されるԜತがあ

り、かͭてാ地とされていた様

相が࡯؍できた。南西部にはڱ

い平坦地が２段あり、։削のࠟ

跡を֬ೝできる。

現地調査は、古墓とͦの南西

の方形状の高まりをର৅に行っ

た。まͣ、樹木െ࠾の後に地形

測量を行った。ͦの後、丘ྕの

斜にԊって南西から北東に縦܏

断する土層࡯؍用のアゼと、こ

れに௚交する横断アゼを設定し

た後、南西部から人力による掘

削作業を行った。西南部は第13

図のように第１層୶׊৭෗২

土、第２層୶黒׊৭土、第３層

黒৭土、第５層୶ԫ׊৭土、第

６層ԫ׊৭土と堆積し、地山が

ԫ৭土となる。中央෇近で第３

第10図　調査地位置図および周辺遺跡分布図　
（京都府遺跡地図よりసࡌ）

　　３．ஸ谷古墓- ２．ผ所古墳群- 　９．ίϋέ谷古墳-
　　17．井৲৓跡- 18．࿨田৓跡　- 　19．井脇৓跡
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層黒৭土に埋まるように௚0.4̼～0.2ܘの礫が֬ೝできたが、ฒΜだ様ࢠでなく地山面からුい

ているので、周辺の礫を集めたものと൑断した。遺跡に関࿈する遺物は出土していない。

古墓は第１層୶׊৭෗২土と第２層୶黒׊৭土の下が地山面であるԫ৭土となる。௖上෇近で

第２層に礫が֬ೝできた。礫は地山面からුいたものと地山面に置かれたものがある。ここでも

遺物は出土していない。地山面で礫が埋まった土坑を検出した。

ߏग़遺ݕ．３

検出した遺構には、南西部で検出したૉ掘り溝ＳＤ01と、西部で検出した੊溝とਪ定されるઙ

い溝ＳＤ03、北東部の石碑がਾえられていた位置の下層で検出した土坑ＳＫ02がある。Ҏ下に、

検出した遺構にͭいて記ड़する。

調査地の南西部で検出した、෯໿0.4N、深さ0.2̼前後を測るૉ掘り溝である。長　01̨̙ߔ

第11図　調査地地形測量図
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第13図　土層断面図

第12図　調査地平面図
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さ໿10.5̼を検出した。丘ྕの尾根ےと௚交する様に設

定されていた。溝の埋土は黒׊৭土で上層の黒৭土がམ

ちࠐΜだものとࢥわれる。埋土からはগ量の石が出土し

たのΈである。周辺に類ࣅした溝がないので、樹木΍竹

の根がਐ入するのを๷͙目తかとࢥわれる。

౔0̨̠޵�　東部の石碑が設置されていた場所の下層

で検出した。長ܘ໿1.0̼、୹ܘ໿0.7̼、深さ໿0.4̼を測

る۱ؙ方形の土坑である。土坑内には長さ0.2～0.3̼、厚

さ0.1～0.2̼の石が土坑のఈ部から໿0.2̼ුいた状ଶでட

序なく置かれていた。出土遺物はなかった。

トレンチ西部で検出した෯໿0.4̼、深さ５　03̨̙ߔ

DNを測る溝である。遺物は出土していない。調査地外の

現地表面に、੊溝状のԜತがݟられるので、この溝もͦれらとಉじく、੊溝のՄೳੑがある。

４．খ݁

ճの調査で、北東部の石碑が置かれていた地఺では、௖上෇近で礫が٧まった۱ؙ方形をఄࠓ

する土坑ＳＫ02を検出したが、置かれていた礫にن則ੑがなく、出土遺物がないので墓穴とする

には根ڌが๡しい。

南西部の方墳状地形では、第３層に埋まるように礫が検出されたが、地山面からුいた状ଶで

ਾえ෇けられたものではなく周辺から集めたもので、調査地周辺の地形վมに伴い集積されたも

のとࢥわれる
ㅭ㉅２ㅮ

。

（石尾政信）

·ͱΊ
࣌໺古墳群からは古墳の形跡はなかったが、ೄ文ࢤճの２か所の遺跡の発掘調査で、まͣ深ࠓ

୅から中世にいたる遺構・遺物がΈͭかり、周辺に෯޿い年୅の集མ΍古墳のଘ在が༧૝された。

ஸ谷古墓では、ࠓճの発掘調査により、古墓である֬ূはಘられなかった。

（黒坪一樹）

஫１　調査ิॿ員ɿদ井大༞、岡本ल平、小ౡ݈೭ॿ

- 整理員ɿ஡Ԃ໼ᆹࢠ、長尾ඒ恵ࢠ

஫２　地ݩの方のお࿩しによると、ࠓճ調査したஸ谷古墓のような石碑が、この周辺に３か所所在しており、

ஸ谷古墓では、ʮཱྀの్中に行き౗れた人を葬ったものであるʯとの఻ঝが࢒っているとのことであ

る。

第14図　土坑ＳＫ02実測図
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４.長岡宮跡第473次（7ANBMC-10地区）
・南垣内遺跡発掘調査報告

１．͸͡Ίʹ

この調査は、府道上久世石ݟ上里線道路҆ٸۓ全֬อ小ن໛վྑ業務に伴い、京都府建設交通

部の依頼を受けて実施したものである。現地調査は、物集ঁ֗道Ԋいで、長岡宮の区画溝の検出

を૝定して設定した第１トレンチ（12ᶷ）、石ݟ上里線に平行して設定した第２トレンチ（48ᶷ）の

。60ᶷを行った。現地調査期間は、平成21年７月７日から平成21年７月28日であるܭ߹

調査地は、向日市寺戸町南垣内56-１ほかに所在し、向日丘ྕの東側斜面、標高24̼前後の௿

位段丘にΉけて発ୡするઔ状地のઔ௖部෇近にཱ地する。

調査ൣғは、長岡京の৚๥ਪ定෮原によると、長岡宮の北側の北辺׭ᦰ域の北部にあたり、西

一๥๥間大路の西側溝のԆ長部にあたる地఺である。調査地の西方の北一৚大路・西一๥大路֯

には、方四町あるいは࿡町ともਪ定されているๅ฾ఏ院廃寺があり、調査地は寺域内にؚまれる

Մೳੑもある。また、物集ঁ֗道Ԋいにӫえた中世集མ南垣内遺跡にؚまれている。現地調査は、

当調査研究センター調査第２課主װ調査第３係長事務औѻ石井ਗ਼࢘、ಉઐ໳調査員竹井治雄が担

当した。なお、調査に係る経費は全ֹ、京都府建設交通部が負担した。国土座標は日本測地系第

ᶜ座標系を用いている。本報告は竹井が執筆した。

２．पล地ҬͰͷ͜Ε·Ͱͷௐ （ࠪ第２図）

当֘地は長岡宮の北辺׭ᦰ地域の北部に

位置する。周辺の発掘調査例では、調査地

の南໿50̼の宮内第106次調査で、ח૔࣌

୅後半からࣨ町࣌୅の建物跡・土坑を検出

している。東໿10̼の長岡宮跡第126次調

査では、෯1.2～1.5N、深さ0.1～0.2N、検

出全長６̼Ҏ上の平҆࣌୅前期の東西溝を

検出している。調査地の北側、府道石ݟ上

里線をڬΜで北10̼に位置する宮内第319

次調査では、ח૔࣌୅の掘ཱ柱建物跡・柵

をؚΉϐοト群΍井戸などを検出してい

る。調査地の南側の宮内第358次調査では、

長岡京期・平҆࣌୅前期の遺構・遺物の検
第１図　調査地位置図

（国土地理院　1�25
000　京都西南部）
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出はなかったが、中世から近世にかけて

のϐοト群、近世溝などを検出している。

３．ௐࠪ֓ཁ

ߏग़遺ݕ（１

これまでの周辺地域での調査例から、

長岡京期・平҆࣌୅前期、中世Ҏ߱の建

物群を૝定して発掘調査を実施した。調

査は、物集ঁ֗道と府道石ݟ上里線との

交ࠩ఺に近い部分に、南北２̼、東西６

̼の１トレンチ、石ݟ上里線にԊいに南

北２̼、東西24̼の２トレンチを設定し

た。調査にあたっては、周辺の調査事例

から、長岡京期・平҆࣌୅前期、中世Ҏ

߱の建物群を૝定して৻重にਐめた。

ᶃ１τϨϯν（第３図）

古墳࣌୅後期の東西方向溝ＳＤ03、中世のԁ形の土坑ＳＫ01、近世Ҏ߱の井戸跡を検出した。

౔01̨̠޵　௚1.2̼ܘ、深さ0.8̼を測り、平面はԁ形、断面はٯ୆形をఄする。上層ではփ

৭೪ੑ土、੨փ৭೪࣭土が堆積する。遺物は大半が上層׊৭೪࣭࠭土、೪࣭土、下層では҉փ׊

からのもので、中世の土師器、נ器、ന࣓のほか、石塔の上部が出土した。これには、ň南ແ ・ົ・

ŉ の文字がࠁまれていた。下層からはנ器࿶、ۂ物のഁ片がۇかに出土した。

北にରして西に໿８　03̨̙ߔ ৼ˃れ、東西方向にऄ行する。溝෯1.2̼、深さ0.5̼を測り、

断面はʮᶛʯ字状をఄする。上層では主に҉׊৭೪࣭࠭土、下層では׊փ৭ૈ࠭礫、࣭࠭土のޓ

層が堆積する。下層の状況は、流ਫによる自然堆積とࢥわれる。上層から、古墳࣌୅の土師器高

杯、須恵器高杯౳が出土した。

ᶄ２τϨϯν（第４図）

１トレンチの西側はϒϩοΫญなどが૿設されており、２トレンチは１トレンチから໿４̼཭

れた位置にある。この東西のトレンチからは溝状遺構ＳＤ07、ＳＤ07を੾る土坑ＳＫ09、井戸Ｓ

Ｅ05、土坑ＳＫ06と柱穴਺か所を検出したが、東端は現在の᎟ཚによって大きく削平されていた。

Ҫ0̨̚ށ�　௚３̼ܘҎ上、深さ1.2̼を測り、平面はԁ形、断面はᎬു状をఄする。上層で

は࣫۬が混在するփ׊৭ట࠭、中層はట土が厚く堆積する。ఈ面෇近では҉੨փ৭೪࣭土が堆積

する。土師器、נ器、࣓器（છ෇け）が出土した。近世Ҏ߱の井戸跡とࢥわれる。

北にରして東に໿５　07̨̙ߔ ৼ˃れる東西方向の溝である。溝෯は北側がトレンチ外である

ためෆ໌であるが、断面のʮ̪ʯ字形をఄし、෯0.5̼Ҏ上、深さ0.4̼とਪ定する。平҆࣌୅の

土師器、須恵器、古נ、ᛵ౳が出土した。

Ｐ358
Ｐ106Ｐ106

調査対象地

Ｐ319

Ｐ126

第２図　調査地位置図および周辺調査地
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第３図　１トレンチ検出遺構配置図
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第４図　２トレンチ検出遺構配置図
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౔09̨̠޵　ＳＤ07を੾りࠐΜで検出したԁ形土坑である。断面は࿶状をఄし、堆積土は、

փ׊৭をఄするట土・࠭ట・೪࣭土のޓ層である。ＳＤ07の堆積土に類ࣅする。出土遺物は、須

恵器、土師器、古נ౳がある。

౔06̨̠޵　௚࢒、2.2̼ܘଘする深さ0.2̼を測り、平面ԁ形、断面は筒状をఄする。ఈ面、

側面には厚さ５～７DNの࣫۬が࢒る。近世の ň໺ᆵʯであるとࢥわれる。

第５図　出土遺物実測図
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ப݀܈　トレンチ西側دりで検出した柱穴は、平面形はԁ形をఄし、௚0.4̼～0.3ܘ、深さ0.1

̼を測る。土師器のࡉ片が出土したが、࣌期は、中世に属するものとࢥわれる。

２）ग़౔遺෺（第５図）

౔１　（８～１）01̨̠޵は下半部ܽଛのため全༰がෆ໌であるが、石塔であるとࢥわれる。

Ֆቋؠ製で、෯18.0DN、厚さ18.0DNを測る。上部はՈ形をఄし、下部の中央部にʮ南ແົ˘˘ʯ

がࠁされている。２は須恵࣭のಃ器ఈ部である。ఈ部外面にࢳきりࠟがある。３は16ܘޱDNを

測る玉ԑ状ޱԑ部をͭ࣋ന࣓࿶である。４～６は12ܘޱDN前後を測るנ器࿶である。内面はૈ

い҉文（磨き）が施され、外面はࢦԡさえの後、φσによる調整がΈられる。７は22.0ܘޱDNを測

る࣭נӋזである。௳はほ΅ਫ平にऔり෇く。外面の全面にഗが෇ணする。８はܘޱおよͦ

25DNを測る須恵器ുで、体部からޱԑ部まで௚線తに斜め上方へཱち上がり、端部を断面֯ࡾ

形状におさめる。ＳＫ01から出土した土器類の࣌期は、֓Ͷ14世ل前半୅である。

、14.2DN、器高5.3DNを測る土師器高杯である。杯部は࿶形をఄしܘޱ９は　（12～９）03̨̙ߔ

端部をؙくおさめる。内外面ともࢦԡさえ後φσを施す。10はఈ10.2ܘDN、٭高6.6DNを測る土

師器高杯の٭部で、裾։きのものである。内面は縦方向のφσ、外面は縦方向のϔϥによるφσ

磨きが施される。９との઀఺はݟ出ͤないが、଻土、৭調౳がࣅていることからಉ一ݸ体とࢥわ

れる。11は土師器高杯である。12は須恵器高杯の٭部である。ఈ10.6ܘDN、٭高6.1DNを測る。

　。後半୅であるل期は５世࣌ઠれる。９～12のݸが３޸部に౳間ִにԁ形の٭

౔13　09̨̠޵は18.0ܘޱDN、器高5.3DNを測る須恵器࿶である。ޱԑ部はわͮかに外൓し、

。があるࡼ後半୅である。このほか、土師器ل期は10世࣌。ԑ端部はؙくおさめるޱ

、14DN前後、器高2.5DN～12ܘޱである。14・18・19はࡼ19は土師器～14　（20～14）07̨̙ߔ

器壁の厚さ３～４̼̼を測る土師器ࡼである。ޱԑ部は外൓ؾຯに斜め上方にཱち上がり、ޱԑ

端部はؙくおさめる。内外面ともφσ調整でޱԑ部を除く内外面にはࢦԡさえのࠟ跡が多く࢒る。

15～17は土師器ࡼで、10ܘޱDN前後、器高1.2～1.5DNを測る。ޱԑ端部を内側にרきࠐΜだ、

所Ҧ ňてʯ字ޱԑとݺばれる器壁がബいのをಛ௃とするࡼである。20は須恵器杯֖で、ܘޱ

16.0DN、器高1.2DNを測る。天井部は平坦でๅचπϚϛがऔり෇くものとࢥわれる。ＳＤ07の࣌

期は、֓Ͷ10世ل第４四半期～11世ل第１四半期である。

４．·ͱΊɹ

いൣғでの調査であり、各遺構ともͦの一部を֬ೝしڱ事に伴う޻ճの調査は、府道の拡෯ࠓ

たのΈであり、遺構の全༰にͭいてはෆ໌な఺が多い。ただ、周辺の調査地との関࿈から類ਪす

ると、平҆࣌୅前期の溝ＳＤ07はๅ฾ఏ院廃寺の寺域をࣔす遺構のՄೳੑもߟえられる。ಉ࣌期

の平҆࣌୅前期の遺構としては、ͦのੑ֨は໌らかでないが、ૉ掘りの井戸のՄೳੑもߟえられ

る土坑ＳＫ09がある。この平҆࣌୅前期の遺構には平נ片がؚまれ、ๅ฾ఏ院廃寺との関࿈もߟ

えられる。土坑・柱穴などは中世Ҏ߱のՄೳੑが高く、物集ঁ֗道Ԋいの集མの一端を表したも

のとࢥわれる。-- - - - - - 　- - 　　（竹井治雄）
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５.長岡京跡右京第986次（7ANGTE-4地区）
・上里遺跡発掘調査報告

１．͸͡Ίʹ

画道路外؀状線の整備事業に伴い実ܭճの調査は、京都府建設交通部の依頼を受けて、都市ࠓ

施したものである。調査地は、長岡京市井ノ内玉ノ上５-１に所在する。

町にあたり、ೄޒճの調査ର৅地は、長岡京৚๥෮原図（新৚๥）によれば、右京ೋ৚ೋ๥ेࠓ

文࣌୅から中世にかけての遺跡である上里遺跡のൣғにؚまれる。

これまでの周辺の調査では、長岡京市ཱ第े小学ߍ建設に伴う右京第22・25次調査で、四町ن

໛の୐地の中心から長岡京跡の右京域では࠷大ڃの掘ཱ柱建物跡が検出さている。ྡ઀する長岡

京跡右京第547次調査で໻ੜ࣌୅の溝・自然流路、ಸྑ࣌୅の柱ྻ、中世の溝・柱ྻが検出され

ている。また、近年、調査地の北300̼で実施された京都市上里遺跡の調査では、ೄ文࣌୅൩期

の集མ跡、໻ੜ࣌୅前期の集མ跡と、長岡京の道路側溝΍掘ཱ柱建物跡が検出されている。

現地調査は、調査第２課主װ調査第３係長事務औѻ石井ਗ਼࢘、ઐ໳調査員石尾政信が担当した。

調査期間は平成21年10月20日から12月３日である。調査面積は360ᶷである。

現地調査および整理作

業にあたっては、多くの

方々の参加をಘた。また、

京都府教育委員会、長岡

京市教育委員会、地ݩ自

治会をはじめ多くの方々

にごࢦಋ、ご協力をいた

だいた。厚くお礼申し上

げたい。なお、国土座標

の表ࣔは日本測地系の第

ᶜ座標系を用いている。

本書は石尾が執筆した。

２．ௐࠪͷ֓ཁ

調査ର৅地内に南北に

長い４̼ʷ90̼のトレン

第１図　調査地位置図および周辺遺跡（国土地理院　1�25
000　京都西南部）
１．上里遺跡- ２．井ノ内遺跡- -ノ町遺跡ߋ．３ ４．井ノ内古墳群
５．Ե܇寺　６．ࠓ里ं௩古墳　７．ࠓ里遺跡　８．ࠓ里北ノ町遺跡

長岡京跡の推定北限線

長
岡
京
跡
の
推
定
西
限
線

1

調査地

２ ３

４

５
６

７ ８
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チを設定し、表土౳を重機により除去した後、人力で掘削・精査を行った。

トレンチ南部では地表下0.4～0.5̼で҉׊ࢵ৭土のϕーε面を検出したが、҉׊ࢵ৭土のϕー

ε面は南に܏斜しており、南部分では҉׊ࢵ৭土のϕーε面の上に࠭礫・࠭ が堆積していた（第３・

４図65～74層）。トレンチ南端の࠭礫・࠭層（81・82・89・90層）からは、ೄ文࣌୅൩期・໻ੜ࣌

୅前期の土器と܀などのछݎ・ࢠՌ類をؚΉ土層を֬ೝしたが、この࣌期の໌֬な遺構は検出で

きなかった。

遺構は҉׊ࢵ৭土のϕーε面から掘りࠐまれ、北西～南東方向の流路跡２か所（ＳＤ01・ＳＤ

02）と溝（ＳＤ03）を検出した。２か所の流路は࠭礫・࠭ が堆積しており、これは流路ＳＤ01が第３・

４図54～61層、流路ＳＤ02が第３・４図36～42層に相当する。埋土内から໻ੜ࣌୅～古墳࣌୅の

土器がগ量出土した。溝ＳＤ03は （࠭第３・４図49層）を埋土とするもので、遺物は出土していな

い。

。୅から中世の土器をؚΉแؚ層がある（62・63層）࣌৭土のϕーε面の上層には、平҆׊ࢵ҉

流路跡ＳＤ02の北側のトレンチ中央部では、遺物แؚ層がなく、下層で࠭礫・࠭が堆積した北

西～南東方向の溝を֬ೝした（第３・４図15・16・21・25層）。

トレンチ北部は、北東方向に܏斜する地形で、ߞ作土の下に٬土層があり、ͦの下層のփ৭土

（第３・４図５層）から、গ量のנ器・土師器のࡉ片が࠾集できた。

、ճの調査地では、トレンチ南部が長岡京跡のೋ৚৚間大路がਪ定される地఺ではあったがࠓ

後世に削平されたためか、長岡京跡に関࿈する遺構は֬ೝされなかった。

第）ߏग़遺ݕ．３

５図）

検出した遺構に

はトレンチ南部で

検出した流路ＳＤ

01と流路ＳＤ02と

溝ＳＤ03、中央部

の下層で検出した

流路ＳＤ04などが

ある。Ҏ下に主な

遺構にͭいて記ड़

する。

１）໻ੜ࣌୅ͷ

遺ߏ

ྲྀ路̨̙04　ト

レンチ中央部の下第２図　周辺調査地およびトレンチ配置図
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層で検出した北西～南東方向の࠭礫・࠭が堆積した流路で、෯4.0̼前後を測る。トレンチ内で

北東方向にも分ذしている様ࢠである。堆積層から໻ੜ࣌୅中期の土器片が出土した。

第３図　調査地土層実測図（１）
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２）໻ੜ࣌୅ʙݹ෿࣌୅ͷ遺ߏ（第６図）

ྲྀ路̨̙01　トレンチ南部で検出した෯໿3.0̼、深さ໿0.7̼を測る北西～南東方向の流路跡

で、流路ＳＤ01内には࠭礫・࠭が堆積していた。流路のఈ部はፘられてԜತがݟられる。流路内

からはগ量の໻ੜ࣌୅～古墳࣌୅の土器が出土した。流路ＳＤ01は右京第547次調査で検出した

ＳＤ54715のԆ長にあたる。

ྲྀ路̨̙0�　ＳＤ01の北側５̼で、これと࣠をଗえてฒ行する流路跡である。෯໿3.5̼、深

さ໿0.8̼を測る。流路内には࠭礫・࠭が堆積していた。流路のఈ部はፘられてԜತがݟられる。

流路内からはগ量の໻ੜ࣌୅～古墳࣌୅の土器が出土した。ＳＤ02は右京第547次調査で検出し

たＳＤ54713・ＳＤ54714のԆ長にあたる。

４．ग़౔遺෺（第７図）

出土遺物は、ＳＤ01・ＳＤ02・ＳＤ04の流路のほか、҉׊ࢵ৭土のϕーε面の上面にある遺物

แؚ層、トレンチ南端の࠭礫・࠭堆積土から出土した。なお、流路跡ＳＤ01・ＳＤ02出土の土器

はࡉ片で図化できるものがなかった。図化できた主な遺物は、５が流路ＳＤ04から出土したほか

は、す΂てトレンチ南部の࠭礫・࠭堆積層から出土した。

第４図　調査地土層実測図（２）
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１はޱԑ部が۶ۂする深ുである。෮原ܘޱ

28.4DN、࢒ଘ高9.8DNを測る。ম成はྑく、଻土に

0.2～0.5NNの石ӳ・֯ર石・Ӣ฼・チϟートなど

を多くؚΈ、҉஡׊৭をఄす。ൖ入品とࢥわれる。

ೄ文࣌୅൩期（࣎լ里ᶙ期）の所࢈である。２はޱ

ԑ部が外൓して։く໻ੜ࣌୅前期のޱ޿ᆵで、ޱ

ԑ端面に௜線、ޱԑ部内面とᰍ部外面にϔϥඳき

௜線がめ͙る。෮原17.8ܘޱDNを測る。଻土に0.5

～1.5NNの石ӳ・長石・֯ર石などをؚΈ、҉஡

փ׊৭をఄす。ൖ入品か。３はޱ޿ᆵのᰍ部で、

外面にϔϥඳきの௜線がめ͙る。෮原ᰍ部ܘ

11.2DNを測る。ম成がྑく、଻土に石ӳ・チϟー

トをؚΈ୶׊৭をఄす。４はޱ޿ᆵのᰍ部で、外

面にࠁ目が施されたತଳがめ͙る。ম成がྑく、

଻土に0.5～1.5NNの石ӳ・チϟートをؚΈ҉஡փ

ԑ端部にޱ、ԑ部でޱ৭をఄす。５はແᰍᆵの׊

。目を施し、体部外面にϔϥඳきの࿄状文を施すࠁ

෮原13.0ܘޱNNを測る。ম成がྑく、଻土はີで、

１NNҎ下の石ӳ・チϟートをؚΈ୶׊৭をఄす。

６はᆵのఈ部で、外面にϔϥϛΨΩが施される。

෮原ఈ部5.6ܘDNを測る。ম成がྑく、଻土に１～

５NNの石ӳ・チϟート・׊৭ཻࢠをؚΈ、୶׊

৭をఄす。７はᆵのఈ部で、内面にϔϥϛΨΩが

施される。෮原ఈ7.8ܘDNを測る。ম成がྑく、଻

第５図　調査地平面図
右側ɿࠓճ調査地、左側ɿ右京第547次調査 第６図　流路跡ＳＤ01・02実測図
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土に0.5～1.0NNのチϟート・׊৭ཻࢠをؚΈ外面が໌୶׊৭、内面が黒׊৭をఄす。８はᙈの

ఈ部で、調整はෆ໌である。෮原ఈ7.8ܘDNを測る。ম成がྑく、΍΍ૈい଻土で0.5～2.0NNの

石ӳ・チϟート・׊৭ཻࢠを多くؚΈ୶փ׊৭をఄす。９は、須恵器の削り出し高୆である。෮

原体部6.8ܘDNを測る。଻土はີでম成がྑくփ৭をఄす。10世ل前半のものである。

２～４、６～８は໻ੜ࣌୅前期（第ᶗ様ࣜ新段֊）、５は໻ੜ࣌୅中期ॳ಄（第ᶘ様ࣜ）の所࢈で

ある。

５．·ͱΊ

、୅の遺物が出土する流路跡２か所を検出し࣌୅～古墳࣌ճの調査では、トレンチ南部で໻ੜࠓ

ͦの北側で໻ੜ࣌୅の土器が混入する流路跡を֬ೝしたが、これらҎ外にݦஶな遺構はݟられな

かった。調査地が小ാ઒に向かって܏斜するઔ状地のઌ端部にあたることから、長岡京跡に関࿈

する遺構は削平されたか流ࣦしたՄೳੑが高い。また、࠭礫・࠭堆積層からೄ文࣌୅൩期の深ു

と໻ੜ࣌୅前期のᆵ類が出土したが、遺構は֬ೝできなかった。この地఺では遺構はなく、遺跡

中心の北西部から遺物が流ࣦし堆積したものとਪ測される。

ௐࠪࢀՃऀ- 調査ิॿ員ɿ෢本యࢠ

- -- - 整理員ɿਗ਼ਫ༑Ղࢠ・小間޺ඒ

第７図　出土遺物実測図
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６.新田遺跡第７次発掘調査報告

１．͸͡Ίʹ

画道路内里高໺道線֗路整備ଅਐ事業に伴う事前調査である。新田遺跡ܭճの調査は、都市ࠓ

は八幡市と京田辺市にまたがる遺跡である（第１図）。京田辺市域では古墳࣌୅をはじめとする遺

構および遺物が֬ೝされているが、八幡市域においては昭࿨56年度から昭࿨59年度に遺跡ൣғの

北東۱で調査が実施されている。昭࿨58年度の調査では、５世ل୅の୦穴ࣜॅډ跡とچՏ道が֬

ೝされた。昭࿨63年度の調査では木津઒かۭڏ蔵谷઒のچՏ道を検出している。このように、八

幡市域では、当֘遺跡の実ଶはෆ໌な఺が多い。

当遺跡南側および南東側എ後の丘ྕ斜面には、ޅ谷横穴群（２）、ঁ谷・荒ࡔ横穴群（３）、ඒೱ

第１図　調査地および周辺の遺跡（国土地理院　1�25
000　ཎ）
１．新田遺跡- - -谷横穴群ޅ．２ - ３．ঁ谷・荒ࡔ横穴群- 　　４．荒ࡔ遺跡
５．内里஑南古墳- ６．ඒೱ山廃寺- - ７．ඒೱ山廃寺下層遺跡- 　　８．御ໟ通古墳
９．֟谷古墳- - 10．ඒೱ山横穴群- 11．Ԧ௩古墳- - 　　12．小௩古墳-
13．ඒೱ山遺跡- - 14．金右Ӵ໳垣内遺跡- 15．໺ਆ遺跡- - 　　16．幸ਫ遺跡
17．西ノޱ遺跡- - 18．宮ノഎ遺跡- - 19．宮ノഎ西遺跡- 　　20．দ井横穴群
-田遺跡ڕ．21 - 22．向谷遺跡- - 23．໳田遺跡- - 仲谷古墳群ޱ．24　　
25．西ؠ田遺跡



京都府遺跡調査報告集　第 øû÷ ࡭

-ü÷-

第２図　調査トレンチ配置図
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山横穴群（10）΍、দ井横穴群（20）などの古墳࣌୅後期຤の横穴群が多਺ଘ在するため、ԭ積地に

集མのଘ在が༧૝される。

現地調査は、京都府建設交通部の依頼を受けて、八幡市内里荒場・深田地内で、平成21年10月

14日～平成21年12月15日まで実施した。調査は調査第２課課長ิ݉ࠤ調査第１係長小஑׮、ಉ課

主査調査員柴暁彦が行った。調査面積は500ᶷである。調査期間中は京都府教育委員会、八幡市

教育委員会、地ݩ有ࢤの方々のお世࿩になった。記してँײのҙを表する。本報告は柴が執筆し

た。

２．ௐࠪ֓ཁ（第２～８図）

１）τϨϯνͷ֓ཁ

道路ܭ画路線内にA、Ｂ、C、%、'、

G地区の６ܭか所の調査区を設定し

た。まͣ表土およびߞ作土を重機に

より除去し、ͦの後、人力掘削に੾

りସえて遺構検出作業を行った。

̖地区（第５図）　近世後期段֊（18

世ل後半）に属する東西方向の溝跡Ｓ

Ｄ01を検出した。溝の構଄は溝ݞ部

に竹をଧちࠐΈ؛ޢしていた。ᕲᕱ

第３図　各トレンチ土層柱状図

第４図　調査地遠景（南西から）
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用ਫ路とߟえる。埋土は҉փ৭೪࣭土である。ͦの下

層には0.3～0.4̼の厚さで෗২土が堆積しており、෗২

土中には২物遺体がؚまれていた。溝のఈ部にはݓ大

のԁ礫が多਺ݟられた。

ͦのほか周辺の区画整理௚前にਫ路としてར用され

ていたとߟえられる東西方向のਫ路ＳＤ03も֬ೝし

た。埋土の下層には多量の෗২土が堆積していた。࠷

ऴ段֊で近世面Ҏ下２̼を重機により深掘りしたが、

遺構・遺物とも֬ೝできなかった。

̗地区（第６図）　B１地区およびB２地区の２か所を

調査した。B１地区は３̼四方を重機により掘削した

が、ߞ作土Ҏ下、࠭層とփ྘৭のബい೪࣭土のޓ層堆

積がଓき、༙ਫがܹしく、遺構・遺物とも֬ೝできな

かった。B２地区はʮTʯ字ܕの調査区を設定し、重機

により掘削を行った。ߞ作土௚下でᒵփ৭ૈ࠭が現れ、

փ྘৭のബい೪࣭土のޓ層堆積が0.6～0.8̼ଓき、ͦの

下層でփ྘৭೪࠭ࡉ層を֬ೝした。さらに掘り下げる

と҉փ৭࠭にม化し、多量の༙ਫがݟられた。遺構・

遺物とも֬ೝできなかった。

̘地区（第７図）　道路ܭ画路線の東側に４か所のト

レンチを設定した。重機により表土およびߞ作土を除

去し、人力掘削により遺構精査を行った。２・３トレ

ンチには҆定した面があり、近世後期のམちࠐΈを֬

ೝした。෗২土が堆積しており、࣫器

࿶のഁ片、ං前ಃ器片などが出土し

た。出土遺物から18世ل後半に埋຅し

たとࢥわれる。࠷ऴ段֊で重機により

深掘りを行ったが、࠭層のਫ平堆積が

ଓくのΈであった。

̙地区（第８図）　府道෋໺૳八幡

線のྡ઀地で調査を行った。調査前の

現況では、南側から೿ੜしたඒೱ山丘

ྕのઌ端部にཱ地するようにࢥわれ

たが、調査の݁Ռ、現地表下໿３̼

が現୅の੝土層、ͦの௚下でߞ作面

第５図　A地区検出遺構平面図

第６図　Ｂ－１地区掘削状況（南西から）
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が֬ೝされた。調査の࠷ऴ段֊でさらに現地表下５̼ま

で掘削したが、ج൫層には౸ୡͤͣ、փ৭࠭ࡉ層にม化

し༙ਫがݟられたのΈであった。ج൫層はさらに深いも

のとࢥわれる。

̛地区　ʮ̡ʯ字ܕに調査区を設定し、重機により表

土およびߞ作土を除去した。ͦの後人力掘削により遺構

精査を行った。ߞ作土௚下で竹をར用した現୅の҉ڎഉ

ਫを֬ೝし、ͦの下層で近世段֊のਫ路を֬ೝした。多

量の༙ਫがݟられた。࠷ऴ段֊で重機によりさらに下層

の深掘りを行ったが、࠭層の࿈ଓであり、遺構・遺物と

も֬ೝできなかった。

̜地区　道路ܭ画路線ଳの西端で、４̼四方の調査区

を設定し、重機と人力による掘削を行った。調査前の状

況は、ߞ作地をறं場としてར用したものであり、土৕

վྑがなされ、表土はݻくకまっていた。現地表下໿1.5

̼まで掘削したが、多量の༙ਫがݟられたほかは、遺構・

遺物とも֬ೝできなかった。

３．ग़౔遺෺

１は布ཹࣜᙈのޱԑ部片である。端部は内面にંりۂ

げ、ං厚している。৭調は୶׊৭をなす。２は須恵器ᙈ

の体部片である。外面はタタΩ目が࢒るが、内面は平׈

に࢓上げられている。器壁の厚さは0.4DNである。৭調

は୶փ৭をなす。３は土師器ࡼである。෮原ܘޱは

11.0DN、器高2.3DNを測る。４は信楽মのすりുである。

৭調は、外面が໌׊৭、内面が黒փ৭である。17世ل後

半のものである。５はʮくらわΜか஡࿸ʯのఈ部片である。

18世ل後半のものである。６は࣫器࿶片で、外面は黒࣫

第９図　出土遺物実測図

第７図　Ｃ地区全景　（東から、
写真Ԟから１～３トレンチ）

第８図　Ｄ地区深掘り状況（北から）
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がృられ、文様がඳかれている。内面はग࣫がృられている。

４．·ͱΊ

ஶな遺構・遺物ともに֬ೝできなかった。調査地は土層の堆積状況からݦճの発掘調査ではࠓ

・えられた。A地区・C地区ߟ地形はՏ઒の൙ཞ原とچ、て、Տ઒堆積による࠭層が堆積しておりݟ

'地区で18世ل後半のਫ路が֬ೝできた。

現在の調査地周辺のߞ作地は、地下ਫ位が高く༙ਫ量が多いため、࣪地状をなしている。また

当遺跡の所在地には、小字名として荒場、Տ原、深田といった名শが࢒っていることから、Տ઒

の൙ཞ原、࣪地状をなすڥ؀の名࢒とߟえられる。ࠓճの調査では、໌֬な遺構は検出できなか

ったが、段丘௚下の状況を೺Ѳできたことは、新田遺跡の南端部を෮原するࡍのج本資料として

重ཁである。

ௐࠪࢀՃ ࢠ整理員ɿؙ谷はま　（শུܟऀ）

ݙจߟࢀ

Ԟଜⅉ一࿠ほか　ʮ八幡地区ะ場整備事業関係遺跡昭࿨58年度発掘調査֓ཁʯ（『埋蔵文化財発掘調査֓

報（1984）』　京都府教育委員会）　1984

荒઒史　ʮ５．第ೋ京ࡕ道路関係遺跡（２）新田遺跡ʯ（『京都府遺跡調査֓報』第38࡭　（財）京都府埋蔵

文化財調査研究センター）　1990
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７.八幡木津線関係遺跡発掘調査報告

͸͡Ίʹ
ճの発掘調査は、京都府建設交通部が実施する主ཁ地方道八幡木津線道路整備ଅਐ事業に伴ࠓ

う事前調査である。鞍岡山２号墳は、京都府相楽郡精華町大字下狛小字長芝・大福寺ほかに所在

する古墳࣌୅前期～中期の４جのԁ墳で構成される鞍岡山古墳群の中の１جである。２号墳は、

路線ଳ内に位置するため全面発掘調査を行った。一方、片山遺跡と下馬遺跡は、遺構・遺物の分

布状況΍遺跡のൣғ・ੑ֨౳の೺Ѳを目తとして、小ن໛な調査を実施した。下馬遺跡と片山遺

跡はಉ町大字下狛小字下馬・片山に所在する遺物ࢄ布地であり、これまでに土師器・須恵器・נ

器などが࠾集されているが、遺跡の実ଶはෆ໌であった。

現地調査は、平成20年11月11日から平成21年３月９日までの期間をཁし、鞍岡山２号墳にͭい

ては平成21年３月９日に現地આ໌会を実施し、250名の参加者があった。調査面積は、鞍岡山２

号墳とͦの周辺域が1
000ᶷ、下馬遺跡が880ᶷ、片山遺跡が120ᶷである。現地の発掘調査は当

調査研究センター調査第２課課長ิ݉ࠤ調査第１係長小஑׮、ಉ主任調査員竹原一彦、ಉ調査員

石崎善久（当࣌）、ಉ主査調査員柴　暁彦、調査第３係主任調査員ؠদอが担当した。整理報告作

業は平成21年度事業として実施し、本文は調査第１係主任調査員竹原一彦及び京都府教育委員会

。課主査石崎善久が執筆したޢಋ部文化財อࢦ

調査期間中は、山৓南土木事務所・精華町教育委員会など多くの関係ॾ機関の協力をಘた。下

馬遺跡の調査では、ݦஶな遺構・遺物が出土したトレンチは平成21年度にҾきଓき調査を実施し

ているためにུ֓の報告にとどめ、ৄࡉにͭいては本調査の成Ռとซͤて次年度報告としたい。

なお、挿図に使用した座標は世界測地系である。

Ґஔͱڥ؀（第１図）
相楽郡精華町は京都府南部の南山৓地域にあって、町域の東部は木津઒左؛のԭ積平໺が޿が

り、中央部Ҏ西にはಸྑݝと行政界を઀する丘ྕがଘ在する。木津઒左؛のԭ積平໺部は、ほ΅

̟Ｒ片町線と近鉄京都線෇近をڥに、東方の平໺部と西方のઔ状地にೋ分される。平໺部ではか

ͭての木津઒のऄ行をࣔすچՏ道の跡΍自然అ๷がೝめられ、ಛに古い集མは、自然అ๷・ઔ状

地・段丘など、ͦれͧれに木津઒の൙ཞをճආしಘる地形৚݅をٻめてཱ地している状況がӐえ

る。

鞍岡山古墳群・片山遺跡・下馬遺跡は、町域北西部の丘ྕ上と裾部ઔ状地に所在する。また、

周辺部にはೄ文࣌୅から中世の各࣌期の遺跡が਺多く分布している。鞍岡山古墳群の南部には໻

ੜ࣌୅後期の୆状墓΍土壙墓、古墳࣌୅後期の土坑を検出した大福寺遺跡があり、ೄ文࣌୅の石

（鞍岡山２号墳・片山遺跡・下馬遺跡）
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第１図　周辺遺跡分布図（国土地理院　１�25
000　田辺）

１.鞍岡山古墳群- ２.下馬遺跡- ３.片山遺跡- ４.大福寺遺跡- ５.鞍岡ਆࣾ遺跡- ６.鞍岡山遺跡-
７.下狛廃寺- ８.ഈ఼遺跡- ９.里廃寺- 10.里遺跡- 11.石ϲ町遺跡- - -
12.ඦ久อ地ઌ遺跡- - 13.ໆノ木遺跡- 14.य़日ਆࣾ遺跡- 15.前઒原遺跡	大北৓跡
- -
16.西ノޱ遺跡- 17.ༀ師山遺跡- 18.平谷古墳群- 19.ന山遺跡- 20.԰ෑ田遺跡- 21.宮のޱ遺跡-
22.山路遺跡- -町遺跡܂.23 -山木廃寺ࡾ.24 -է垣内遺跡ࠤ.25 26.宮ノ下遺跡- 　԰ෑ遺跡ݩ.27
28.৓山遺跡（Ҵ԰࠺৓跡）- - 29.北Ҵ遺跡- 30.֟ఴ遺跡- 31.西垣内遺跡- 32.ॕԂਆࣾ遺跡-
33.中垣内遺跡- 34.৓ノ内遺跡- 35.古԰ෑ遺跡- 36.北৲遺跡- 37.ؙ山古墳- 38.ॕԂ遺跡-
39.৿垣外遺跡- 40.南Ҵ遺跡- 41.政ϲ谷遺跡（Ҵ԰࠺৓跡）
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。も出土している࡬

周辺の遺跡を֓؍すると、ೄ文࣌୅では、中世の୅表తな遺跡であるໆノ木遺跡でೄ文ࣜ土器

の出土をΈているほか、ඦ久อ地ઌ遺跡が知られる。໻ੜ࣌୅では、ࢄ布地であるが下馬遺跡北

側のઔ状地に山路遺跡（前期）と西ノޱ遺跡（後期）、丘ྕ上のༀ師山遺跡（後期）がଘ在する。

第２図　鞍岡山古墳群位置図
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古墳࣌୅では、調査地の北西の丘ྕ上に４جのԁ墳（前期຤～中期）からなる鞍岡山古墳群があ

る。ໍ主墳である３号墳（中期前半）は௚ܘ໿40Nʷ高さ໿８̼を測り、墳丘には෪石と৥ྠが伴

う。埋葬施設は೪土ᒛで、౪掘を受けていた。石製໛଄品΍玉類、鉄製品が出土している。大福

寺出土とされる ཾ鏡は３号墳出土と言われている。１号墳（前期）はະ調査であるが、ա去に墳

丘裾から৥ྠ棺が出土している。また、ಉ丘ྕでは大福寺࠾集と記されたಃ棺（大福寺古墳）のଘ

在が఻えられるが、大福寺古墳にͭいては位置ෆ໌である。近ྡでの古墳࣌୅集མとしては֟ఴ

遺跡が知られ、前期の୦穴ࣜॅډ跡・掘ཱ柱建物跡・溝・土坑が検出されている。

ඈௗ࣌୅Ҏ߱では、平໺部にඈௗ࣌୅後期からಸྑ࣌୅の里廃寺、̟Ｒ下狛Ӻの南側丘ྕ裾部

に平҆࣌୅後期から中世の下狛廃寺が知られる。下狛廃寺ؚΉ一ଳは古墳࣌୅後期からಸྑ࣌୅

のഈ఼遺跡でもある。丘ྕ上の鞍岡ਆࣾ遺跡では磨製石᭲とנが࠾औされている。

中世には遺跡਺も૿加するが、ಛにໆノ木遺跡では掘ཱ柱建物跡・柵・井戸・土壙墓・溝౳が

検出されている。また、平໺部には৚里の੍نを受けた畦畔・ਫ路・道路の景؍がྑく࢒る。

（竹原一彦）

（１）鞍岡山２号墳

１．ཱ地（第２図）-

鞍岡山古墳群は４جから構成される古墳群である。鞍岡山古墳群はੜۨ山系の東にల։する通

শ؁南備丘ྕとݺばれる丘ྕ上に分布している。北の丘ྕྏ線上端部には遺ଘ状況はѱいものの、

鞍岡山４号墳がཱ地し、ͦの南໿200̼の丘ྕྏ線上࠷高所には、鞍岡山１号墳がཱ地する。鞍

岡山２号墳は、この１号墳のཱ地する主尾根から南に೿ੜするࢧ尾根ྏ線上にཱ地している。な

お、鞍岡山３号墳は主尾根を１号墳からさらに南へ໿220̼཭れた丘ྕの௖部に位置している。

２．෿ （ٰ第３・４図）-

鞍岡山２号墳は、調査前の地表࡯؍によっても、墳丘北側に໌֬な周溝がΈられ、北東および、

南西側にも໌ྎなجఈ部とߟえられる܏斜ม׵線が֬ೝされた。一方、南側の丘ྕ斜面側は֑状

のٸफ़な地形をఄしている。これは、໿30年前の߽Ӎにより、丘ྕ斜面が地׈りにより่མした

ためであることを地ݩの方から࢕うことができた。なお、この南斜面側に関しては、調査࣌の҆

全上の理༝から掘削を断೦ͤ͟るをಘなかった。墳丘北東側でもわͣかにجఈ部とΈられる平坦

面をհしてٸफ़な丘ྕ斜面へとࢸる。また、墳丘の南東斜面を中心に里道とΈられる地形のվม

が行われている。

調査は、墳丘南東側のྏ線上に位置する平坦面にڱ小なトレンチを設定し、遺構の有ແを֬ೝ

し、調査区の設定を実施することから։࢝した。ͦの݁Ռ、墳丘南東部の平坦面からは、遺構・

遺物౳を検出するにはࢸらͣ、京都府教育委員会と協ٞの上、全面తな拡張のඞཁはないものと
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൑断され、墳丘裾部を中心に拡張を実施することとܾ定された。

墳丘の掘削作業は、丘ྕ主࣠方向にԊう形で土層࡯؍用のセΫγϣンを設定し、墳௖部平坦面

中央でこのセΫγϣンに௚交する形で、さらに土層࡯؍用のセΫγϣンを丘ྕ主࣠に௚交するよ

うに設定し、表土౳の掘削作業を実施した。

調査の݁Ռ、鞍岡山２号墳の墳丘は、جఈ部を地山整形により削り出し、ͦの上に੝土を施す

ことでங଄されたԁ墳であることが໌らかとなった。墳丘の଄成にࡍしては、地山面上にچ表土

とΈられる෗৯土層が全く形成されていないことから、چ地形を一定ఔ度վมしていることが༧

測される。おͦらく、樹木のെ࠾、表土の掘削౳をまͣ実施していることが૝定される。地山の

整形は丘ྕྏ線方向はほ΅平坦に整形しているが、丘ྕ௚交方向では、当ॳの自然地形にଈした

。されている࢒斜面が܏

ఈ部となる地山整形は、墳丘北西から南にかけてと、墳丘南東側で行われている。一方、墳ج

第３図　２号墳調査前地形測量図（Ｓʹ1�400）
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丘北側は、جఈ部の整形を地山整形によることなく、੝土を施すことにより実施している状況が

໌らかとなった。後ड़する周溝の形状がෆ整形な఺は、جఈ部削り出しを実施する作業޻ఔが場

所によってҟなり、丘ྕ主࣠方向の周溝の掘削は、地山整形の段֊に実施されているՄೳੑをࣔ

ࠦするものとΈられる。

墳丘の଄成は、੝土をほ΅ਫ平の୯位で積Έ上げることにより実施している。しかし、丘ྕ௚

交方向ではਫ平に墳丘中心部を積Έ上げた後に、外周側にさらに੝土をਫ平方向に積Έ଍して、

墳丘を完成さͤているものとΈられる。

墳丘北西の後എ部には周溝が८る。周溝の平面形は΍΍ෆ整な方形をఄしている。周溝の断面-

形は丘ྕྏ線上に相当する北西側ではఈが΍΍ؙΈをଳびたʮ̪ʯ字形に近い形状をఄするのに

ରし、墳丘北から北東側では周溝の෯を૿し、ఈ面はほ΅平坦に整形されている。また、周溝ఈ

面のレϕϧは墳丘後എ部北西側が標高໿73̼と࠷も高く、ͦこから墳丘北東および墳丘南側に向

第４図　２号墳調査後地形測量図（Ｓʹ1�400）
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かい、؇΍かに܏斜する。周溝のن໛は墳丘裾からܭ測して、࠷も෯のڱい北西部で෯໿2.5̼、

深さ໿1.0̼、࠷も෯の޿い北側で෯໿4.0̼、深さ໿0.4̼を測る。

なお、周溝ఈ面の北側でૉ掘り溝を検出した。ن໛は長さ5.5̼、෯0.8̼、深さ0.4̼を測る。

断面形状は壁面がほ΅ਨ௚にཱち、ఈ面は平坦である。なお、埋土の状況からは自然に埋຅した

ものであると൑断された。この溝のੑ֨にͭいては໌֬にすることはできなかったが、掘りࠐΈ

面が地山௚上から掘削されていることと、この溝が周溝の北壁にԊって掘削されていることから、

墳丘ங଄࣌に掘削された溝であるՄೳੑが高いものと൑断される。

墳丘の形状は、丘ྕ主࣠方向に主࣠をもͭ΍΍ෆ整形なԁ墳である。前ड़のように、丘ྕྏ線

を࠷大ݶར用した形であり、௚交方向ではわͣかにجఈをࣔす平坦面が作られている。ͦのن໛

は、ྏ線方向に໿27̼、୹࣠方向は໿24̼、墳丘の高さは、南東側جఈから໿3.8̼、北西周溝

ఈからの高さは໿2.4̼をͦれͧれ測る。後ड़する埋葬施設のあり方からΈて、墳௖部南東側は

੝土が流ࣦしているものとΈられる。埋葬施設を中心に෮原される墳௖部平坦面のن໛は、丘ྕ

主࣠方向が10̼、௚交方向が12̼である。なお、段ங΍৥ྠ、෪石などの墳丘外部表০はೝめら

れなかった。

なお、周溝内からはԁ筒৥ྠ小片਺఺΍ೋ重ޱԑᆵ、高杯などの土師器片が出土している。い

ͣれも周溝ఈ面から༡཭し、ࡉ片化しており原位置をཹめているものとは൑断できない。ಛに৥

ྠ片にͭいては器壁がஶしくຎ໓していることと、出土఺਺がগないこと、ͦして৥ྠのࣜܕが

１号墳のものとಉࣜܕであることなどからߟえて、１号墳の৥ྠが後世に࣋ちࠐまれたものであ

ると൑断される。一方、土師器にͭいては墳௖部からసམした遺物であるՄೳੑが高い。

また、墳丘東側裾部分からは、表土掘削中に石۴片（第12図76）が出土した。この石۴にͭいて

は後ड़する౪掘により、２号墳から掘り出され遺棄されたものであるՄೳੑも൱定できないが、

ଞの古墳の副葬品であるՄೳੑも൱定しきれないため、現段֊ではݩ位置ෆ໌の遺物とߟえ͟る

をಘない。

３．ຒ૴ࢪઃ（第５図）

２号墳墳௖部では、丘ྕྏ線௚交方向に主 （̣࣠-30ʄ-Ｅ）をもͭ、木棺௚葬形ଶの埋葬施設Ｓ

Ｘ03を検出した。調査࠷ऴ段֊の断ち割り作業΍、周辺部での精査においてもこの埋葬施設Ҏ外

は検出されていないため、୯ಠ埋葬であると൑断される。

墓壙は当ॳ૝定された墳௖部平坦面中央ではなく、΍΍܏斜する南東部分で検出された。この

఺からΈて、墳௖部南東側は削平、流ࣦしているものとΈられる。墓壙は表土およびബく形成さ

れた෗২土層を除去した段֊で、ͦのྠֲを検出した。この状況からは、墓壙埋め໭し後にさら

に墓壙を෴うための෴土がなされたか൱かを൑断することはできなかった。

墓壙を検出した段֊で墓壙周辺に４جの土坑のྠֲを֬ೝした。ͦの内の２جは墓壙を੾りࠐ

Ή形で検出された。当ॳは近世墓などのՄೳੑをߟえたが、掘削をਐめるうちにちΐうど木棺ఈ

とಉレϕϧまで掘削していることなどから、౪掘坑である֬ূをಘた。౪掘坑は当ॳਨ௚に掘り
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第５図　２号墳埋葬施設ＳＸ03実測図（Ｓʹ1�60）
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まれた後、棺ఈ面とほ΅ಉレϕϧࠐ

にࢸった段֊で横方向に拡張が行わ

れている。この状況から副葬品が出

土した段֊で、さらに副葬品をٻめ、

周辺部分を掘削したものと൑断され

た。

墓壙は平面長方形ϓϥンをఄする。

北側が΍΍෯޿となる形状をఄする。

周辺部分が削平を受けているものの、

本དྷ、北側が෯޿の形状をఄしてい

たものと൑断される。墓壙の掘削は

੝土上から行われており、墳丘の଄

成後に墓壙の掘削が行われたことは

֬実である。検出࣌の墓壙の平面ن

໛は、長࣠7.5̼、北側小ޱ部分෯3.5

̼、南側小ޱ部分෯2.7̼をͦれͧれ

測る。

墓壙の掘削։࢝௚後に土師器片１

఺が墓壙南東部分から検出された。

ଞにಉ一ݸ体とΈられるݸ体΍、墳

丘各所で出土した土師器との઀߹関

係もΈられないため、墓壙上にݙڙ

あるいはࡇ᛾行ҝに伴い遺棄された

遺物であるとの֬ূをಘることはで

きなかった。

౪掘坑および墓壙の掘削をਐめた

段֊で、౪掘坑側断面に木棺ࠟ跡が

ଘ在することが໌らかとなった。こ

の段֊では、１墓壙１棺の木棺௚葬

形ଶの埋葬施設とߟえて調査をਐめ

ていたため、あまりに木棺が墓壙か

らภることをٙ໰にࢥい、੾り߹い

関係の有ແがあるか、墓壙୯࣠方向

の断面を࠶精査し࡯؍を行ったが、

΍はり墓壙は୯ಠであり、੾り߹い 第６図　埋葬施設ＳＸ03東棺遺物出土状況図（Ｓʹ1�8）
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はないものと൑断した。

墓壙の掘削をਐめた݁Ռ、墓壙は墓壙ఈ面

に棺をೲめる部分だけさらに掘削した、いわ

Ώるೋ段墓壙であることが໌らかとなった。

ೋ段目を検出した段֊で東西の側壁にԊう形

で２جの木棺ࠟ跡を֬ೝした。上ड़のとおり、

墓壙は୯ಠであるため、１墓壙２棺埋葬であ

ることが໌らかとなった。Ҏ下、東の木棺を

東棺、西の木棺を西棺としてུ֓をड़΂る。

なお、東棺側の墓壙南小ޱ部分が、西棺にൺ

して܏斜が؇く削り࢒されたೋ段目の平坦面

が୹いことから、棺に߹わͤた形で墓壙の掘

削がなされたものと൑断される。-

１）౦׹

墓壙内東側に位置する木棺である。部分త

に棺ࡐの෗৯ࠟ跡を֬ೝすることはできたが、

全面తに木棺෗৯ࠟを֬ೝすることはできな

かった。ͦ のため、木棺ࠟ跡の掘削にࡍしては、

棺の外法に相当する部分を掘削したものとߟ

えられる。-

木棺ࠟ跡は୹࣠側断面がʮ̪ʯ字状をఄする。

また、小ޱはਨ௚にཱち上がる。Ҏ上の఺か

ら割竹形木棺であると൑断した。なお、小ޱ

൘の૊Έ方にͭいては、棺身をڬΈࠐΉ形状

であるのか、棺内にはめࠐまれたものである

のかの֬ূをಘることはできなかった。

棺のن໛は全長5.1̼、北小ޱで෯0.55̼、

南小ޱで෯0.5̼を測る。平面తに֬ೝした段

֊から棺ఈまでの深さは໿0.25̼である。棺ఈ

のレϕϧは北から南にわͣかに܏斜する。

東棺に伴うとΈられる遺物は、棺内北小ޱ、

棺外中央東側からͦれͧれ検出した。棺内北

小ޱ部分で棺ఈに઀した形で鏡、玉類の副葬

品を検出した（第６図）。鏡周辺は黒มしてい

る。また、この部分を中心に੺৭إ料がൺֱ
第７図　埋葬施設ＳＸ03東棺棺外

遺物出土状況（Ｓʹ1�4）
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త多く検出された。

鏡は鏡എを上にした状ଶで、棺中࣠より東にدったとこΖで検出された。ほ΅棺ఈに઀してお

り、後ड़する玉類との位置関係からඃ葬者の಄位上方に副葬されたものとΈられる。

玉類は鏡より南側の位置で、ޯ玉・؅玉౳が検出された。΍΍఺਺はগないものの࿈をなすよ

うな状況で検出されていることから、ඃ葬者に૷ணされたट০りであると൑断された。

棺外の遺物として、棺中央東棺側から玉類が検出された（第７図）。玉類は大きく北群と南群に

ผれており、ͦ れͧれの構成΍、出土レϕϧにࠩがΈられる。北群はޯ玉４఺、Ψϥε小玉２఺、

、石製ӓ玉17఺から構成される。各玉は΍΍཭れた位置から出土しているが、玉の構成からΈて׈

北群で一࿈のものであったとΈられる。一方、南群は׈石製ӓ玉195఺のΈで構成され、出土レ

ϕϧは北群よりも高い。玉類の検出状況から、この׈石製ӓ玉のΈで構成された一࿈のものであ

ると൑断される。

これら、棺外の遺物は、東棺がਾえ෇けられ、周辺に一定の埋土がなされた段֊で副葬された

ものと൑断されるが、棺֖を施す行ఔとの前後関係にͭいては໌֬ではない。

２）੢׹�

墓壙内西側で検出した木棺である。部分తに棺ࡐの෗৯ࠟ跡を֬ೝすることはできたが、全面

తに木棺෗৯ࠟを֬ೝすることはできなかった。ͦのため、木棺ࠟ跡の掘削にࡍしては、棺の外

法に相当する部分を掘削したものとߟえられる。西棺は౪掘により、棺の北側を中心に大きくഁ

յを受けている。౪掘の状況からԿらかの副葬品を౪掘者が発ݟしたものとਪ測される。

木棺ࠟ跡は୹࣠側断面がʮ̪ʯ字状をఄする。また、小ޱはਨ௚にཱち上がる。Ҏ上の఺から

割竹形木棺であると൑断した。なお、小ޱ൘の૊Έ方にͭいては、棺身をڬΈࠐΉ形状であるの

か、棺内にはめࠐまれたものであるのかの֬ূをಘることはできなかった。ಛに南小ޱ部分では、

小ޱ൘が棺内に౗れࠐΜでいる状況を֬ೝした。

棺のن໛は全長6.25̼、北小ޱで෯0.7̼、南小ޱで෯0.55̼を測り、北小ޱが෯޿の形状をఄ

する。平面తに֬ೝした段֊から棺ఈまでの深さは໿0.3̼である。棺ఈのレϕϧは北から南に

わͣかに܏斜する。木棺のن໛が東棺にൺ΂大形であること΍、墓壙のن໛はこの棺をج४にܾ

定されているとΈられることから、この古墳の中心తなඃ葬者が埋葬されたものとߟえる。

西棺に伴うとΈられる遺物は、棺外北東側から鉄製品が検出された。棺内からは棺北小ޱ෇近

および、南小ޱ෇近でわͣかに੺৭إ料が検出されたにとどまる。

鉄製品は北に੾ઌを向けた小ܕの鉄剣３఺と、南に੾ઌを向けた大ܕの鉄剣１఺が検出された。

これら鉄製品は削り࢒されたೋ段目の墓壙のほ΅௚上から検出されており、西棺҆置後に副葬さ

れたものとߟえられる。また、北側の鉄剣はͦの出土状況と小ܕ品であることから槍であるՄೳ

ੑが高い。-

４．ͦͷଞͷ遺ߏ�

鞍岡山２号墳では、上記の古墳に伴う埋葬施設のଞに、௚઀この古墳に伴わない遺構を検出し
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ている。Ҏ下、֓ཁにͭいてड़΂る。

１）౔׹ث （ุ第８図）

鞍岡山２号墳の墳丘裾から南東に位置するςϥε状の平坦面から検出された。この部分には山

道が後世に଄られているため、このςϥε状の平坦面が土器棺墓଄墓࣌にଘ在したか൱かはෆ໌

である。墓壙はෆ整形な長ପԁ形をఄするૉ掘りである。東西方向に主࣠をとる（̣-55 -˃̬）。

第８図　土器棺墓実測図（Ｓʹ1�10）

第９図　墳丘南東裾平坦面土壙墓実測図（Ｓʹ1�40）
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ޱᆵ（第12図80）はޱに棺身として用いたものである。西側に用いた௚ޱᆵを߹わͤޱ体の௚ݸ２

ԑを大きくଧちܽいている。この௚ޱᆵを東の௚ޱᆵ（第12図79）にࠩしࠐΉようにして、棺とし

ている。土器の形状から、２号墳のங଄࣌期とಉ࣌期の所࢈とߟえることができる。しかしなが

ら、２号墳のඃ葬者との関係にͭいては、ͦの埋葬位置関係などから௚઀తなԑނ関係があるの

かどうかにͭいては、検౼をཁする。

２）෿ٰ南౦੄ฏୱ໘上ͷ౔ᆮุ܈（第９図）�

２号墳墳丘裾南東部の平坦面では、３جの土壙墓とΈられる遺構を検出した。後ड़するように

ඈௗ࣌୅の須恵器が墓壙上面から検出されていることから、ඈௗ࣌୅の土壙墓群とߟえられる。

౔ᆮุ̨̭01（第９図左）

２号墳墳丘裾南東部の平坦面丘ྕྏ線主࣠から΍΍南西側で検出した土壙墓である。墓壙はૉ

掘りであり、南小ޱがؙΈをもͭ۱ؙ長方形の平面ϓϥンをఄする。ن໛は長࣠1.85̼、୹࣠

0.65̼、深さ0.17̼を測る。主࣠は南北方向にとる（̣－14ʄ－̬）。平・断面の࡯؍からも木棺ࠟ

跡を֬ೝすることはできͣ、土壙墓であると൑断される。遺物は土壙墓検出段֊に南小ޱ部分で

須恵器杯１఺（第12図76）を検出した。-

౔ᆮุ̨̭0�（第９図中央）-

土壙墓ＳＸ01の南西で検出した土壙墓である。墓壙はૉ掘りであり、۱ؙ長方形の平面ϓϥン

をఄする。ن໛は長࣠1.75̼、୹࣠1.05̼、深さ0.25̼を測る。主࣠は南北方向にとる（̣－５ʄ

－̬）。平・断面の࡯؍からも木棺ࠟ跡を֬ೝすることはできͣ、土壙墓ＳＸ01と類ࣅした埋土

であることから、土壙墓であると൑断される。

౔ᆮุ̨̭0�（第９図右）-

土壙墓ＳＸ02の北西で検出した土壙墓である。墓壙はૉ掘りであり、北小ޱ෯が΍΍޿い۱ؙ

長方形の平面ϓϥンをఄする。ن໛は長࣠1.70̼、୹࣠0.70̼、深さ0.15̼を測る。主࣠は南北

方向にとる（̣-16ʄ-Ｅ）。平・断面の࡯؍からも木棺ࠟ跡を֬ೝすることはできͣ、土壙墓ＳＸ

01と類ࣅした埋土であることから、土壙墓であると൑断される。　

（石崎善久）

５．ग़౔遺෺（第10・11図）

鞍岡山２号墳出土遺物は૯਺でίンςφ２ശである。࢒೦ながら、墳丘各所より出土した土師

器類にͭいては、小片で磨໓しており図ࣔすることができなかった。Ҏ下、遺構出土遺物ごとに

。する؍֓

１）Ҍ岡２ࢁ߸෿ຒ૴ࢪઃ̨̭03ग़౔遺෺-（第10図）

埋葬施設ＳＸ03出土遺物には、鉄製品、玉類、鏡、土師器小片がある。土師器小片にͭいては

図ࣔすることはできなかった。また、玉類にͭいては୅表తなものを図ࣔするにཹめている。

第10図１はＳＸ03東棺棺内から出土した੨ಔ製の㟩製四獣形鏡である。この鏡の௚ܘは7.4DN

を測る。鏡എ部の中央に΍΍大きめのඥ座をもち、ඥ座の周ғの内区には半೑ூりの４体の獣が



京都府遺跡調査報告集　第 øû÷ ࡭

-ýÿ-

第10図　埋葬施設ＳＸ03出土金属製品実測図
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ர出される。獣は؆ུ化されているが、うΖこ状の文様もかΖうじて֬ೝできる。内区外周には

かにਫۜगの෇ۇ文ଳの一部にࣃ文を配している。鏡എの۳ࣃڒ文ଳを८らし、平ԑ部にはࣃ۳

ணがΈられる。２～６は西棺の東側棺外から出土した鉄製の槍（２～５）と鉄剣（６）である。槍２

～５は、形ଶは剣とԿらมわらͣ、ฑ಄は௚線తな小ޱ面をもͭ。੾ઌが西棺ඃ葬者の಄部方向

に向く副葬状況から、２～５は槍と൑断した。２は全長27.4DN、ਕ部長20.2DN、෯3.1DN、厚さ

0.5DNを測る。３は全長23.5DN、ਕ部長18.2DN、෯2.9DN、厚さ0.5DNを測る。４は全長27.4DN、

ਕ部長22.5DN、෯3.8DN、厚さ0.6DNを測る。５は全長25.9DN、ਕ部長21.3DN、෯3.5DN、厚さ

0.5DNを測る。いͣれも身部の断面形はತレンζ状で、᭩は໌ྎではない。剣６は全長48.5DN、

ਕ部長39.6DN、෯3.2DN、厚さ0.6DNを測る。剣身の中央部を中心に木製ৌが࢒っている。棺ఈ

側のৌはࣦわれているが、࢒るৌの状況から断面形はପԁであったとΈられる。ฑ部の一部に布

目ࠟがଘ在することから、ฑの鉄地に布をרき、木ฑに૷ணしていたとΈられる。

第11図はＳＸ03東棺棺内と棺側部から出土した૷身۩である。棺内出土の玉類18఺の内༁はޯ

玉４఺（７～10）・؅玉10఺（11～16）・ᑨ玉２఺（17・18）・ӓ玉４఺（19～22）である。ޯ玉とӓ玉

は׈石製であり、؅玉とᑨ玉は྘৭ڽփؠ製である。ӓ玉は体部中央から΍΍一方にภってྏを

作り出すものが多਺を઎める。棺外出土の玉類のうち北群は、૯਺23఺（23～45）で、ޯ 玉４఺（23

～26）、Ψϥε小玉２఺（27・28）・ӓ玉17఺（29～45）である。棺外出土の玉類のうち南群は、す

΂てӓ玉で構成され、玉類195ܭ఺である。うち30఺（46～75）を図化した。

第11図　埋葬施設ＳＸ03東棺出土玉類実測図
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第12図76は、墳丘北側斜面下部から出土した྘৭ڽփؠ製の石۴のഁ片である。ഁ片が小さく、

当ॳの௚ܘはෆ໌である。෯は1.6DN、下端の厚さは５NNを測る。石۴の斜面と側面はともに

。線を有しているࠁࡉ

杯身77は周辺埋葬施設ＳＸ01から出土した。ԁ筒৥ྠ片78は墳丘斜面から出土した。৥ྠの出

土はۇかであり２号墳に伴うものとはΈられない。79と80は土器棺に使用された布ཹࣜの௚ޱᆵ

である。器壁のྼ化がஶしく、ಛにബい体部下半は小ഁ片にผれ、෮ݩがෆՄೳであった。79の

。が16.6DN、器高は32.8DNとਪ定されるܘޱは16.4DNである。80は֓Ͷܘޱ

（竹原一彦）

６．·ͱΊ

鞍岡山２号墳は、調査の݁Ռ΍΍ෆ整形ながら੝土により構ஙされた௚ܘ໿25̼、高さ໿４̼

の中ܕԁ墳であることが໌らかとなった。ங଄࣌期は、׈石製玉類のଘ在΍㟩製鏡からΈて、古

墳࣌୅中期前半とߟえる。また、槍΍鉄剣のෳ਺副葬のあり方から、中期前半でも古相をࣔして

いるものとߟえられる。鞍岡山古墳群のଘ在する丘ྕ上には、４جの中ܕԁ墳から構成される前・

中期古墳がଘ在しており、２号墳もͦのن໛からΈて、これらの系ේに࿈なる古墳とߟえる。こ

れらの古墳の編年తな位置ͮけにͭいては、前期຤とΈられる３号墳、中期ॳ಄とΈられる１号

墳、ͦして中期前半とΈられる２号墳に࿈なるट長系ේを構成する。４号墳にͭいては現在のと

こΖ৘報が๡しく、ங଄࣌期をࣔすことはできない。

第12図　２号墳墳丘・土器棺・土壙墓出土遺物実測図
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また、埋葬施設のಛ௃として、୯一墓壙内に２棺を埋葬することが໌らかとなった。このよう

な１墓壙内にෳ਺の棺を埋葬する形ଶをとるものは、ಸྑࡩݝ井市൬༨஑ノ内古墳群のような中

ट長墓にܕ上໺市石山古墳のような大ݝ重ࡾ、大垣市ன൧大௩古墳΍ݝෞذ、໛古墳をはじめن

もΈられる。また、形ଶはҧうものの、ෳࣨ構଄の棺にෳ਺埋葬を行うものとして木津઒市内田

山B２号墳のような例もଘ在する。これらは、形ଶこͦҟなるものの、ಉ一墓壙内にෳ਺のඃ葬

者を埋葬するという原理自体は共通しており、１墓壙にෳ਺のඃ葬者を埋葬するという事例がܾ

してಛघとはいえないことをࣔしているとΈられる。ࠓ後、こうした埋葬方法がԿにىҼしてい

るのかを࡯ߟしていくඞཁがあるとߟえる。- - - - - 　　（石崎善久）

（２）片山遺跡

１．ௐࠪͷ֓ཁ

調査ର৅地のਫ田２か所に

ͦれͧれ１か所のトレンチを

設定した。遺跡の南端に位置

する地఺を第１トレンチ、道

路をڬΜだ北側を第２トレン

チとした。調査にࡍして表土

の除去には重機を使用し、ͦ

の後は人力による掘削及び精

査を行い遺構と遺物の検出に

౒めた。

１）第１τϨϯν　東西9.5

̼ʷ南北４̼の東西トレンチ

である。標高29̼にあり、地

表下0.6̼෇近に中世ࠒの遺

構面を検出し、東端部と西端

部からͦれͧれ１৚の溝を検

出した。

トレンチ東端部　01̨̙ߔ

で検出した南北方向のૉ掘り

溝である。溝෯໿0.5̼、深

さ໿0.1̼を測る。溝内から

土師器のഁ片がগ量出土し

た。 第13図　片山遺跡・下馬遺跡トレンチ配置図
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トレンチ西端部で検出した南北方向の　�0̨̙ߔ

ૉ掘り溝である。溝෯は北端で໿2.6̼を測るが、南

に向かって෯が޿がる。深さは໿0.2̼とઙく、溝ఈ

部にはなだらかなԜತがΈられた。埋土は҉փ৭࠭

࣭土である。溝内から土師器のഁ片がগ量出土した。

遺構面の௚上に堆積する遺物แؚ層（୶փ৭࣭࠭

土）では、古墳࣌୅中期から近世までの土師器・須

恵器・ಃ࣓器౳の出土をΈたが、いͣれもຎ໓がஶ

しい状ଶである。

２）第２τϨϯν　東西４̼ʷ南北20.5̼を測る南

北トレンチである。標高໿29.6̼にあり、地表下໿

1.2̼෇近でਫ田畦畔のࠟ跡と２৚の溝Ｓ%03・ＳＤ

04を検出した。北壁面で֬ೝしたਫ田畦畔は、෯໿

0.6̼、高さ໿0.2̼を測り、南南西方向に໿11̼௚

線తにԆびた後、東南東方向にંれる。調査面では

໌ྎな畦畔の੝り上がりはΈられなかったが、畦畔

相当部分の土৕にࢎ化鉄ཻࢠが集中して֬ೝされ

た。

また、畦畔の྆側で検出したઙいૉ掘り溝ＳＤ

03・ＳＤ04はいͣれも෯໿0.3̼、深さ໿0.1̼を測り、

ᕲᕱਫ路とΈられる。ਫ田土৕は黒փ৭೪࣭土であ

り、遺物の出土はΈられない。ਫ田の࣌期はෆ໌で

ある。ただし、上層の୶փ৭࣭࠭土には中世ࠒの土

師器のഁ片が出土している。

２．·ͱΊ

片山遺跡では遺跡南部の２か所で調査を行った

が、࣌期ෆ໌のਫ田跡と中世の৚里関࿈溝ＳＤ01・ＳＤ02を検出した。৚里関࿈溝は座標࣠にଗ

うが、ਫ田畦畔は北から東に໿７ ৼ˃っている。第２トレンチ検出のਫ田跡はͦの方向ੑから、

第１トレンチ検出の৚里溝との関࿈ੑはബいと൑断される。

（３）下馬遺跡

１．ௐࠪͷܦաٴͼ֤τϨϯνͷݕग़遺ߏ

第14図　片山遺跡トレンチ平面図
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第15図　下馬遺跡トレンチ配置図
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調査ର৅地は西側丘ྕの裾部に޿がるઔ状地に位置し、東に下る֊段状の୨田が޿がる。ࠓճ

は調査ର৅地のਫ田とാ地に21か所のトレンチを設定した。トレンチ൪号は、調査४備の整った

地఺から調査を։࢝した都߹上、任ҙな配置状況となった。調査։࢝に当たっては表土層の掘削

に重機を使用したが、ͦ の後は人力による掘削及び精査を行い遺構と遺物の検出に౒めた。なお、

周辺の道路事৘から、重機はϛχ・όοΫϗーを使用した。また、トレンチは東に向かって下る

地形にରし、主として௚交方向（東西方向）に主࣠を向けたトレンチ設定を行った。トレンチの෯

は４̼をج本とした。

１）第1τϨϯν　調査ର৅地の西端部、丘ྕ裾部のਫ田に設定したトレンチで、全長は12.5̼

を測る。トレンチ西端部では地表下໿0.3̼で୶ԫփ৭࣭࠭土が޿がり、この層は東に向かって

؇΍かに下る。精査によって自然な流路と൑断する流路ＳＲ01の南西؛を検出した。流路෯に関

しては、北東؛がトレンチ外となることから֬ೝできない。検出ൣғでは෯໿８̼を௒えるن໛

第16図　下馬遺跡トレンチ実測図１
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である。部分తな断ち割りをؚめ標高໿44̼にあたる地表下1.8̼まで掘削したが、ఈ面まで౸

ୡにࢸらなかった。流路ＳＲ01の上層部分はԫփ৭系࣭࠭土層、下層では୶྘փ৭࣭࠭土の堆積

がΈられた。遺物の出土はΈられない。

２）第２τϨϯν　第１トレンチの東側下段のਫ田に設定した。トレンチの全長は໿12̼であ

る。遺構面はトレンチ西端で標高44.4̼にあたる地表下0.3̼にあり、東に向かって΍΍下る。ト

レンチの東半部分から、柱穴・ཷנりＳＫ02・土坑౳を検出した。ཷנりＳＫ02は部分తな検出

であることから全༰はෆ໌であるが、土坑状のམちࠐΈ部分から、平נؙ・נに混じって࣭נᎬ

ുのഁ片が出土した。נには布目・ೄ目タタΩの平נをؚΉが、多くは14～15世لの中世נであ

り、Ꭼുもಉ࣌୅とΈてよかΖう。柱穴の検出状況から、周辺部に建物跡がଘ在するՄೳੑが高

い。

３）第３τϨϯν　第２トレンチの南に設定したトレンチである。西南部壁面෇近で柱穴と൑

断する方形掘形１جと、南東部から大形土坑の一部かと൑断する土坑ＳＫ06を検出した。土坑Ｓ

Ｋ06は໿5.5̼の検出長を測り、深さは໿0.3̼でఈ面は平坦である。土坑ＳＫ06に伴う遺物の出

土はΈられない。

４）第４τϨϯν　第３トレンチから南東方向に໿40̼཭れて設けたトレンチであり、全長は

໿８̼を測る。遺構面は東半分が֊段状に໿0.3̼ఔ度下がる状況と遺物出土状況から、中世ࠒ

には、さらに小෯の୨田地形がଘ在していたとΈられる。検出遺構としてトレンチを西から東方

向に斜めに横断するૉ掘り溝ＳＤ25がある。溝ＳＤ25は෯໿１̼、深さ0.8̼で、断面形はʮ6ʯ

字形をఄする。埋土はփ৭ૈ࠭であり、遺物の出土はΈられない。遺物แؚ層から中世土器の出

土をΈている。

５）第５τϨϯν　第４トレンチの東側下段に設けたトレンチである。全長は8.5̼を測る。南

東方向に下る҆定地面を検出したが、遺構のଘ在は֬ೝできない。上層では中世土器に混じって

平נの出土もΈた。

６）第６τϨϯν　第５トレンチの北東に΍΍཭れて設けたトレンチで、全長は５̼を測る。

第５トレンチとಉ様に遺構の検出はΈられないが、中世遺物のแؚ層がଘ在した。

７）第７τϨϯν　第４トレンチの東側下段に位置し、第３・第４トレンチのほ΅中間に設定

したトレンチである。標高41.8̼にあたる地表下໿0.3̼෇近で遺構面を検出した。自然流路とΈ

るＳＲ16の北東؛がトレンチの中央部を斜めに横断する。また、トレンチ東部からߞ作に伴うૉ

掘り溝を検出した。ߞ作溝が自然流路ＳＲ16に੾りউͭ。自然流路ＳＲ16は断ち割り調査を行っ

たがփ৭系の࠭が厚く堆積し、検出面下໿0.8̼でもఈ面にୡしなかった。自然流路ＳＲ16では

遺物は出土していない。遺物แؚ層中から平נؙ・נのഁ片が10਺఺出土した。

̔）第̔τϨϯν　第７トレンチの北側に設けた全長໿６̼のトレンチである。標高42̼෇近

に҆定面を検出したが、遺構と遺物は֬ೝできなかった。

̕）第̕τϨϯν　第２トレンチの東側下段に設けたトレンチであり、第８トレンチからは北

西側１段上部に位置する。トレンチの全長は９̼を測る。トレンチ内では؇΍かに東に下る標高
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42.7～43̼の遺構面から、ੑ֨ෆ໌の土坑ＳＫ07・土坑ＳＸ12及びૉ掘り溝を検出した。土坑Ｓ

Ｋ07・土坑ＳＸ12は੾߹い関係があり、土坑ＳＸ12が土坑ＳＫ07にઌ行する。土坑ＳＫ07は方形

土坑の一部とΈられるが、深さは໿0.3̼で溝ఈは平坦である。埋土中から中世נの出土をΈて

いる。土坑ＳＸ12はトレンチのほ΅中央にあって、௚ܘ໿７̼の半ԁ形相当部分が検出された。

ԁ形土坑である場߹は南側半分がトレンチ外に位置することになる。土坑中央部が࠷深部となり、

ಉ地఺は検出面から໿0.6̼下がっている。埋土上層は࣭࠭土であるが、下層部分は҉փ৭೪࣭

土が堆積する。上層下部から中世土器・נ౳の遺物の出土をΈた。

10）第10τϨϯν　調査ର৅地の東南端部のਫ田に設けたトレンチである。トレンチの全長は

14.5̼を測る。トレンチ西端部では遺構面が地表下0.3̼にあり、東端部では標高31.8̼にあたる

地表下1.3̼にあり、東に向かって次第に下る。遺構面上の遺物แؚ層はトレンチ西端部にはଘ

在ͤͣ、中央部から東側にかけて厚Έを૿し、נ器㡜౳の土器をؚΜでいる。遺構面の削平を受

けたトレンチ西部から柱穴・土坑の検出をΈた。柱穴の検出状況からΈて、૯柱建物跡と૝定す

る掘ཱ柱建物跡ＳＢ55が１౩ଘ在するՄೳੑが高い。掘ཱ柱建物跡ＳＢ55は北から東に໿16 ৼ˃

第17図　下馬遺跡トレンチ実測図２
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り、柱穴内から࣭נӋזが出土した。

11）第11τϨϯν　第10トレンチの北側に位置する。トレンチの全長は15̼を測る。ここでは、

掘ཱ柱建物跡１౩（ＳＢ56）・溝２৚（ＳＤ27・ＳＤ28）・井戸１ج（ＳＥ32）・土坑４ج（ＳＫ30・

ＳＫ34・ＳＫ39・ＳＫ40）など、ಛに多くの遺構の集中がΈられた。掘ཱ柱建物跡ＳＢ56の方位

ৼり֯は北から西に໿15 を˃測り、東西２間・南北１間分を検出した。建物の全༰が൑໌しない

状況から、建物主࣠はෆ໌な఺が多い。溝・井戸及び土坑の埋土中から土師器・נ器౳の遺物が

出土した。遺物は֓Ͷ12世ل後半～13世لの年୅؍をࣔしている。

1�）第1�τϨϯν　第11トレンチの北側、１段下がったਫ田に設けたトレンチである。ߞ作土

௚下には࠭礫層が厚く堆積し、ߞ作関࿈の҉ڎҎ外の遺構は֬ೝできなかった。また、遺物も出

土していない。当֘地は後世に大きく削平を受けたՄೳੑが高い。

13）第13τϨϯν　第５トレンチの南西側２段下がったਫ田に設けたトレンチである。遺構面

は؇΍かに東方向に下り、10਺ݸの柱穴を検出した。แؚ層から、８世ل後半～12世لの遺物が

出土した。

第18図　下馬遺跡トレンチ実測図３



京都府遺跡調査報告集　第 øû÷ ࡭

-þÿ-

14）第14τϨϯν　第５・第13トレンチ間に位置する。トレンチの全長は໿10.5̼を測る。ト

レンチ西端では埋設ૹਫ؅の֧ཚがΈられたが、トレンチ中央部から第13トレンチとಉ様に多く

の柱穴を検出した。

1�）第1�τϨϯν　第14トレンチの北側に位置する。東に向かって下る҆定地面を検出した

が、ݦஶな遺構΍遺物は検出できなかった。

16）第16τϨϯν　第15トレンチの北東に位置する。トレンチ中央部を西から東に下る自然流

路ＳＲ16と٭ڮとΈられる柱穴ＳＸ57を検出した。自然流路ＳＲ16は෯໿３̼、深さ໿1.2̼の

斜؛後半の須恵器・土師器の出土をΈた。自然流路ＳＲ16の྆ل໛を測り、ఈ面෇近から８世ن

面から３ϲ所の柱穴を検出した。柱穴は௚ܘ໿0.3̼で深く掘り下げられている。柱穴の配ྻ状

況から、٭ڮであるՄೳੑが高い。

17）第17τϨϯν　第16トレンチの西側上段に位置する。遺構面は東に下り、中央෇近から方

形とԁ形の掘形をもͭ柱穴を検出した。このうち、方形掘形の柱穴で構成される柵ＳＡ58の柱間

間ִは໿2.1̼を測り、ͦの࣠線は北から東に໿20 ৼ˃る。掘ཱ柱建物跡もしくは柵の一部とΈら

れる遺構である。

18）第18τϨϯν　第17トレンチの南に位置する。南壁෇近から第16トレンチで検出したＳＲ

16のଓきとߟえられる自然流路の北؛部分を検出した。この北؛部は大きくऄ行する状況にある。

トレンチ南東۱部の流路ఈ面෇近から、木製の൫が出土している。

19）第19τϨϯν　第８・第17トレンチ間に設けたトレンチである。࣌期ෆ໌のૉ掘り溝とߞ

作関࿈溝を検出したが、遺物は出土していない。

�0）第�0τϨϯν　第７・第18トレンチ間に設けたトレンチである。南壁面෇近から自然流路

ＳＲ16とߟえられる北؛部を検出した。遺物は出土しなかった。

�1）第�1τϨϯν　第11トレンチの西側上段のാ地に設けたトレンチである。遺構面は西から

東に؇΍かに下り、トレンチ中央から東端にかけて҉஡׊৭の遺物แؚ層がଘ在した。トレンチ

の西部は遺構面が削平を受けたとΈられ、柱穴の分布もૄらである。これにରしトレンチ東部で

は、掘ཱ柱建物跡ＳＢ17΍柵ＳＡ18・柵ＳＡ59・柱穴・土坑ＳＫ49などの遺構が集中する。土坑

ＳＫ49はઙいପԁ形土坑で、６世ل຤から７世لの土師࣭のҠಈࣜᜱがഁ片で出土した。掘ཱ柱

建物跡ＳＢ17はൺֱత小ن໛な柱穴で構成され、建物࣠線は北から東に໿５ ৼ˃る。方形掘形の

柱穴がฒͿ柵ＳＡ18と柵ＳＡ59は建物跡もしくは柵とΈられるが、ͦれͧれҟなった遺構と൑断

される。柵ＳＡ18は柱間間ִが໿2.4̼で、࣠線は北から東に໿20 の˃ৼり֯をࣔす。一方の柵Ｓ

Ａ59は柱間心々間ִが໿1.5̼で、࣠線が北から東に໿12 ৼ˃っている。また、柵ＳＡ18は土坑Ｓ

Ｋ49の埋土を੾っている。

２．ग़౔遺෺

୅にかけての遺物が出土している。各トレンチの出土遺物࣌୅からࣨ町࣌ճ調査では、ඈௗࠓ

の࣌୅తな܏向はҎ下のとおりである。第２・第７・第９トレンチを中心とした丘ྕ裾部では、
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14～15世لの࣭נ土器・נ類の出土が多い。また、第13・第14・第16トレンチでは８世ل後半の

土器が出土している。一方、遺跡東部の؇܏斜地に設けた第10・第11トレンチでは、࿶΍ࡼなど

のנ器・࣭נӋז・土師ࡼ౳が出土しており、12世ل後半ࠒのものと൑断される。

第19図１は、第13トレンチ出土の須恵器֖である。ޱԑ内側にฦりを有し、ͭまΈが෇く。ޱ

17.1DN、器高2.9DN。２・３は、第16トレンチ自然流路ＳＲ16から出土した須恵器の杯Ｂとᆵܘ

である。２の杯Ｂは15.0ܘޱDN、器高4.2DNである。３のᆵは、ޱԑ部が΍΍外൓ؾຯに୹くཱ

ち上がり、端部外面が΍΍ං厚して面をもͭ。体部外面は֨ࢠ目タタΩ、内面は੨ւ波文がわͣ

かに࢒る。21.9ܘޱDN、体部40.3ܘDNである。４は、第21トレンチ土坑ＳＫ49出土のҠಈࣜᜱ

である。体部は上方に向かってۃ端にࡥまる形状で、下端部は΍΍内࿷してऴわる。体部外面に

は、下端の上方໿５DNの位置に１本のషり෇けಥଳを८らす。また、下端面から上方໿18DNの

第19図　下馬遺跡出土遺物実測図
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位置には೺手が෇けられていたようである。଻土はྑ࣭で、内外面はஸೡにϋέϝ調整する。下

端部の௚ܘは40.1DN、೺手下端部での௚ܘは24.6DN、࢒ଘ部の器高は໿18DNを測る。内面には

ஶなഗの෇ணは֬ೝできない。５～11は第11トレンチ溝ＳＤ28から出土した。５～７は土師器ݦ

。９DNと14DNに大ผされるܘޱ、がありࡼと大ࡼには小ࡼ器࿶である。土師器נで、８～10はࡼ

形のྠ高୆をషり෇ける。11は、第７֯ࡾ14.3DN、器高4.8DN前後で、ఈ部に断面ܘޱ器࿶はנ

トレンチ出土のؙנである。内側には布目ࠟが࢒り、外面は෯޿な縦ϛΨΩを施す。

３．·ͱΊ

ճの調査は、下馬遺跡のੑ֨とൣғ֬ೝが主目తとして実施した。ͦの݁Ռ、21か所のトレࠓ

ンチでは様々な調査成Ռをಘることができた。

遺跡北西部の丘ྕ裾部と南東部のઔ状地ઌ端෇近に、多くの遺構・遺物が集中する状況が֬ೝ

できた。一方、調査ର৅地の中央෇近は遺構・遺物の分布がগない܏向にある。これは第16・第

18・第20トレンチで検出した自然流路ＳＲ16が中央෇近を؏くڥ؀から、土地ར用がਐまなかっ

たとΈられる。自然流路ＳＲ16ではಸྑ࣌୅後半の遺物が出土したが、後世の遺物をؚまないこ

とから、୹期間で埋຅したようである。丘ྕ裾部の第２・第９トレンチでは柱穴・土坑を検出し

ており、נも一定量出土しており、周辺部にנ෪の建物跡がଘ在するՄೳੑがある。出土遺物か

らࣨ町࣌୅の寺院関࿈施設であるՄೳੑが高いとΈられる。東側下方の第10・第11・第21トレン

チでは、平҆࣌୅後期の井戸・溝・土坑・掘ཱ柱建物跡౳の集མ関࿈遺構を֬ೝした。第21トレ

ンチの土坑ＳＫ49΍第13トレンチแؚ層中からඈௗ࣌୅の遺物が出土していることから、ಉ࣌期

の遺構が周辺部にଘ在するՄೳੑがある。これらの遺構群は、周辺に所在する里廃寺΍下狛廃寺

とԿらかの関࿈が༧૝される。下馬遺跡・片山遺跡では発掘調査をܧଓして実施しており、さら

なる調査成Ռに期଴がͤدられる。

（竹原一彦）

調査参加者は次のとおりである。

ௐࠪิॿһɿ大谷ത則・後౻Ѫٷ・芝地Նඒ・Ӭ井里Ղ・原田ণߒ・দ崎݈ଠ・౉辺理ؾ

੔ཧһɿ井上　૱・寺尾وඒࢠ・Ӌ根　෣・ؙ谷はまࢠ・中ౡ恵ඒࢠ・荒઒ਔՂࢠ・઒ଜ真༝-

ඒ・谷上真༝ඒ・山઒幸೫・田中Ώかり・福ౡ厚ࢠ

-
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仲ノ段遺跡第２・３次ɹਤ൛第 1

（1）調査地の状況（北東から）

（2）調査地の状況（南東から）



仲ノ段遺跡第２・３次ɹਤ൛第 �

（1）第２次Ｂトレンチ全景完掘状況
（南から）

（2）第２次Ｃトレンチ全景完掘状況
（南から）

（3）第２次Ａトレンチ南半部完掘状
況（南から）



仲ノ段遺跡第２・３次ɹਤ൛第 3

（1）第２次ＡトレンチＳＸ01内出土
土器（東から）

（2）第２次ＡトレンチＳＸ01内出土
銭貨など（東から）

（3）第２次Ａトレンチ南壁断面-
（北から）



仲ノ段遺跡第２・３次ɹਤ൛第 4

（1）第３次調査前の状況（北西から）

（2）第３次調査前の状況（北東から）

（3）第３次１区設定状況（南西から）



仲ノ段遺跡第２・３次ɹਤ൛第 �

（1）第３次溝ＳＤ27完掘状況-
（北西から）

（2）第３次溝ＳＤ27完掘状況-
（南東から）

（3）第３次溝ＳＤ27堆積状況-
（南東から）



仲ノ段遺跡第２・３次ɹਤ൛第 6

（1）第３次土坑ＳＫ42堆積状況-
（東から）

（2）第３次土坑ＳＫ42完掘状況-
（南西から）

（3）第３次土坑ＳＫ29堆積状況-
（北東から）



仲ノ段遺跡第２・３次ɹਤ൛第 7

（1）第３次土坑ＳＫ29完掘状況-
（南東から）

（2）第３次土坑ＳＫ40堆積状況-
（北西から）

（3）第３次土坑ＳＫ36完掘状況-
（南東から）



仲ノ段遺跡第２・３次ɹਤ൛第 8

（1）第３次土坑ＳＫ36完掘状況-
（東から）

（2）第３次２区全景（北西から）

（3）第３次２区土坑ＳＫ03礫廃棄状
況（南から）



仲ノ段遺跡第２・３次ɹਤ൛第 9

（1）第３次２区全景（北西から）

（3）第３次１区下層調査状況（北西から）

（2）第３次２区全景（南西から）



仲ノ段遺跡第２・３次ɹਤ൛第 10

（1）第３次作業状況（南西から）

（2）第３次下層谷部堆積状況-
（南東から）

（3）第３次谷部堆積状況近景-
（東から）



仲ノ段遺跡第２・３次ɹਤ൛第 11

（1）第３次１区下層谷部堆積状況
（北西から）

（2）第３次１区下層谷部堆積状況
（南西から）

（3）第３次磨石出土状況（南西から）



仲ノ段遺跡第２・３次ɹਤ൛第 1�

（1）第３次出土遺物１（൪号は実測図にରԠする）

（2）第３次出土遺物２（൪号は実測図にରԠする）
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仲ノ段遺跡第２・３次ɹਤ൛第 13

（1）第３次出土遺物３（൪号は実測図にରԠする）

（2）第３次出土遺物４（൪号は実測図にରԠする）
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仲ノ段遺跡第２・３次ɹਤ൛第 14

（1）第３次出土遺物５（൪号は実測図にରԠする）

（2）第３次出土遺物６（൪号は実測図にରԠする）
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102
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天田内遺跡第２次ɹਤ൛第 1

（1）１トレンチ南半全景（北東から）

（2）１トレンチ北半全景（南西から）

（3）１トレンチ土層断面（南西から）



天田内遺跡第２次ɹਤ൛第 �

（1）２区作業風景（南西から）

（2）２－１トレンチ北端土層断面
（南西から）

（3）２－１トレンチ上層全景
（北東から）



天田内遺跡第２次ɹਤ൛第 3

（1）２－１トレンチ全景（南西から）

（2）２－２トレンチ南端土層断面
（北東から）

（3）２－２トレンチ中央部土層断面
（南西から）



天田内遺跡第２次ɹਤ൛第 4

（1）２－２トレンチ中央部全景
（南西から）

（2）２－２トレンチ南半部全景
（西から）

（3）２－２トレンチ北半部全景
（南西から）



天田内遺跡第２次ɹਤ൛第 �

（1）２－３トレンチ土層断面
（南西から）

（2）２－３トレンチ全景（北東から）

（3）２－４トレンチ土層断面
（南西から）



天田内遺跡第２次ɹਤ൛第 6

（1）２－４トレンチ下層全景
（南西から）

（2）２－４トレンチ下層北端部全景
（北東から）

（3）２－４トレンチ下層
土坑ＳＫ21全景（南東から）



天田内遺跡第２次ɹਤ൛第 7

（1）２－４トレンチ下層　溝ＳＤ32
全景（東から）

（2）２－５トレンチ全景（南西から）

（3）３－２トレンチ作業風景
（北から）



天田内遺跡第２次ɹਤ൛第 8

（1）３－１トレンチ全景（北東から）

（2）３－１トレンチ北半部全景
（南西から）

（3）３－１トレンチ土層断面
（南西から）



天田内遺跡第２次ɹਤ൛第 9

（1）３－２トレンチ上層遺構面全景
（北東から）

（2）３－２トレンチ上層遺構面全景
（南西から）

（3）３－２トレンチ下層遺構面全景
（南西から）



天田内遺跡第２次ɹਤ൛第 10

（1）３－２トレンチ土坑ＳＫ28全景
（北東から）

（2）３－２トレンチ土坑ＳＫ29
完掘状況（北から）

（3）４－１トレンチ全景（北から）



天田内遺跡第２次ɹਤ൛第 11

（1）４－２トレンチ全景（南西から）

（2）４－３トレンチ全景（北東から）

（3）４－４トレンチ全景（北東から）



天田内遺跡第２次ɹਤ൛第 1�

（1）出土遺物１

（2）出土遺物２
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丹波綾部道路関係遺跡ɹਤ൛第 1

܈෿ݹ໺ࢤਂ

（1）調査地北側遠景（南西から）

（2）調査地全景（西から）

（3）調査地南側（北西から）



丹波綾部道路関係遺跡ɹਤ൛第 �

܈෿ݹ໺ࢤਂ

（1）１地区掘削状況（南から）

（2）１地区全景（西から）

（3）１地区北東部（西から）



丹波綾部道路関係遺跡ɹਤ൛第 3

܈෿ݹ໺ࢤਂ

（1）２地区掘削状況（西から）

（2）２地区南壁断面
（拡張前、北西から）

（3）２地区溝ＳＤ１断面（北から）



丹波綾部道路関係遺跡ɹਤ൛第 4

܈෿ݹ໺ࢤਂ

（1）２地区溝ＳＤ１（南から）

（2）２地区溝ＳＤ１（北から）

（3）２地区溝ＳＤ１断面
（拡張部西壁、北東から）



丹波綾部道路関係遺跡ɹਤ൛第 �

（1）３地区全景（西から）

（2）３地区杭跡掘削状況（北西から）

（3）３地区杭跡（北から）

܈෿ݹ໺ࢤਂ



丹波綾部道路関係遺跡ɹਤ൛第 6

ஸ୩ุݹ

丹波綾部道路関係遺跡ɹਤ൛第 6

（1）調査前、右側に墓碑（南東から）

（2）調査前、手前に墓碑（北東から）

（3）南西部、溝ＳＤ01検出状況
（北西から）

ஸ୩ุݹ



丹波綾部道路関係遺跡ɹਤ൛第 7

ஸ୩ุݹ

丹波綾部道路関係遺跡ɹਤ൛第 7

（1）南西部、横断アゼ断面と北東部
の掘削作業（南西から）

（2）南西部、縦断アゼ断面（西から）

（3）北東部、アゼ断面（南西から）

ஸ୩ุݹ



丹波綾部道路関係遺跡ɹਤ൛第 8

ஸ୩ุݹ

丹波綾部道路関係遺跡ɹਤ൛第 8

（1）土坑ＳＫ02（礫混入）検出状況
（東から）

（2）土坑ＳＫ02完掘状況（東から）

（3）調査地全景、完掘状況
（北東から）

ஸ୩ุݹ



長岡宮跡第 473次・南垣内遺跡ɹਤ൛第 1

（1）１トレンチ調査前全景（東から）

（2）１トレンチ全体（西から）

（3）１トレンチ溝ＳＤ03、土坑ＳＫ
01完掘状況（南から）



長岡宮跡第 473次・南垣内遺跡ɹਤ൛第 �

（1）１トレンチ溝ＳＤ03
土層堆積状況（西から）

（2）１トレンチ溝ＳＤ03
土器出土状況（南西から）

（3）１トレンチ土坑ＳＫ01
検出状況-（南から）



長岡宮跡第 473次・南垣内遺跡ɹਤ൛第 3

（1）１トレンチ土坑ＳＫ01石製品
（題目塔、北から）

（2）２トレンチ調査前風景（西から）

（3）２トレンチ全体-（東から）



長岡宮跡第 473次・南垣内遺跡ɹਤ൛第 4

（1）２トレンチ溝ＳＤ07全体
（東から）

（2）２トレンチ溝ＳＤ07
土層堆積状況　（東から）

（3）２トレンチ井戸ＳＥ05完掘状況
（西から）



長岡宮跡第 473次・南垣内遺跡ɹਤ൛第 �

（1）２トレンチ井戸ＳＥ05
土層堆積状況（東から）

（2）２トレンチＰ３検出状況
（上が北）

（3）２トレンチＰ３土層堆積状況
（南から）



長岡京跡宮内第 473次・南垣内遺跡ɹਤ൛第 6

（1）出土遺物１

（2）出土遺物２

長岡宮跡第 473次・南垣内遺跡ɹਤ൛第 6
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長岡京跡右京第 986次・上里遺跡ɹਤ൛第 1

（1）調査前の状況（北から）

（2）調査トレンチ全景（北から）

（3）調査トレンチ中央部流路跡
ＳＤ02・04（北から）



長岡京跡右京第 986次・上里遺跡ɹਤ൛第 �

（1）流路跡ＳＤ01（西から）

（2）流路跡ＳＤ01（北から）

（3）流路跡ＳＤ01東壁断面（西から）



長岡京跡右京第 986次・上里遺跡ɹਤ൛第 3

（1）流路跡ＳＤ02（東から）

（2）調査トレンチ北部東壁断面
（南西から）

（3）調査トレンチ南部東壁断面
（西から）



長岡京跡右京第 986次・上里遺跡ɹਤ൛第 4

（1）調査トレンチ全景（南から）

（2）南壁断面（北から）

（3）出土遺物

1 2
3

4

6 7

5 8

9



新田遺跡第７次ɹਤ൛第 1

（1）Ｃ地区調査前の状況（北東から）

（2）Ｃ地区１トレンチ全景（東から）

（3）Ｃ地区２トレンチ全景（東から）



新田遺跡第７次ɹਤ൛第 �

（1）Ｃ地区３トレンチ全景（西から）

（2）Ｃ地区２トレンチ南壁断面
（北西から）

（3）Ｃ地区４トレンチ南壁断面
（北から）



新田遺跡第７次ɹਤ൛第 3

（1）Ｃ地区２トレンチ西壁断面
（北東から）

（2）Ｃ地区４トレンチ全景（北から）

（3）Ｃ地区４トレンチ深掘り状況
（東から）



新田遺跡第７次ɹਤ൛第 4

（1）Ｆ地区全景（北から）

（2）Ｆ地区東壁断面（北西から）

（3）Ｂ２地区全景（北西から）



新田遺跡第７次ɹਤ൛第 �

（1）Ｄ地区全景（西から）

（2）Ｄ地区重機深掘り状況（北から）

（3）Ａ地区全景（北西から）



新田遺跡第７次ɹਤ൛第 6

（1）Ａ地区深掘り状況（南東から）

（2）Ａ地区南壁断面（北東から）

（3）Ａ地区東西調査区西半部
（東から）



新田遺跡第７次ɹਤ൛第 7

（1）Ａ地区東西調査区東半部
（西から）

（2）区画整理前、木樋出土状況
（北から）

（3）Ａ地区中央部断ち割り断面
（南西から）



新田遺跡第７次ɹਤ൛第 8

（1）Ａ地区重機断ち割り状況
（南西から）

（2）Ｇ地区掘削状況（北西から）

（3）Ａ地区作業状況（北東から）



八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 1

（1）鞍岡山２号墳調査前全景（北西から）

（3）墳丘北斜面畦畔土層断面（北西から） （4）墳丘西裾周溝部畦畔土層断面（北から）

（7）埋葬施設ＳＸ03木棺設置坑検出状況（南西から） （8）埋葬施設ＳＸ03畦畔b-b´土層断面（南西から）

（2）２号墳表土除去後墳丘全景（北西から）

（6）埋葬施設ＳＸ03調査状況（南西から）（5）埋葬施設ＳＸ03検出状況（北東から）

Ҍ岡２ࢁ߸෿



八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 �

（1）鞍岡山２号墳全景（北西から）

（2）鞍岡山２号墳全景（左上が北）

Ҍ岡２ࢁ߸෿



八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 3

鞍岡山２号墳埋葬施設ＳＸ03全景（南西から）

Ҍ岡２ࢁ߸෿



八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 4

（1）埋葬施設ＳＸ03西棺棺外鉄製品
出土状況（北西から）

（2）埋葬施設ＳＸ03東棺棺内副葬品
（四獣形鏡・玉類）出土状況
（南西から）

（3）四獣形鏡出土状況（北西から）

Ҍ岡２ࢁ߸෿



八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 �

（1）東棺棺内玉類出土状況
（北西から）

（2）東棺棺外玉類（北群）出土状況
（北から）

（3）東棺棺外玉類（南群）出土状況
（北西から）

Ҍ岡２ࢁ߸෿



八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 6

（1）土器棺墓検出状況（北東から）

（3）土壙墓ＳＸ01 ～ 02検出状況（北東から） （4）土壙墓ＳＸ01須恵器杯身出土状況（北西から）

（7）２号墳墳丘部土師器出土状況 （8）２号墳墳丘部高杯出土状況

（2）土器棺上部土器片除去後（北東から）

（6）土壙墓ＳＸ01 ～ 03全景（北東から）（5）土壙墓ＳＸ01 ～ 03全景（北から）

Ҍ岡２ࢁ߸෿



八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 7

埋葬施設ＳＸ03出土金属製品（槍・剣）

Ҍ岡２ࢁ߸෿
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八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 8

埋葬施設ＳＸ03出土玉類および２号墳墳丘・周辺埋葬施設出土遺物

Ҍ岡２ࢁ߸෿
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八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 9

（1）片山遺跡・下馬遺跡遠望（南東から）

（3）片山遺跡第１トレンチ全景（南東から） （4）片山遺跡第２トレンチ全景（北東から）

（7）下馬遺跡第２トレンチ東部遺構検出状況（南東から） （8）下馬遺跡第３トレンチ全景（東から）

（2）調査地遠景（北西から）

（6）下馬遺跡第２トレンチ全景（西から）（5）下馬遺跡第１トレンチ全景（西から）

ยࢁ遺跡・Լഅ遺跡



八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 10

（1）第４トレンチ全景（北西から）

（3）第６トレンチ全景（北西から） （4）第７トレンチ全景（北西から）

（7）第10トレンチ全景（西から） （8）第12トレンチ全景（西から）

（2）第５トレンチ全景（北西から）

（6）第９トレンチ全景（北西から）（5）第８トレンチ全景（北西から）

Լഅ遺跡



八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 11

（1）第11トレンチ全景（西から）

（2）第11トレンチ溝ＳＤ28、-
土坑ＳＫ34（北から）

（3）第11トレンチＳＫ34
遺物出土状況-（北西から）

Լഅ遺跡



八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）第11トレンチ東部下層面（東から）

（3）第14トレンチ全景（北から） （4）第15トレンチ全景（北西から）

（7）第19トレンチ全景（北西から） （8）第20トレンチ（北西から）

（2）第13トレンチ全景（南東から）

（6）第18トレンチ自然流路ＳＲ16木製品出土状況（北から）（5）第18トレンチ全景調査状況（北東から）

Լഅ遺跡



八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 13

（1）第16トレンチ全景（北西から）

（2）第16トレンチ柱穴ＳＸ57
（北西から）

（3）第16トレンチ自然流路ＳＲ16
遺物出土状況１（北西から）

Լഅ遺跡



八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 14

（1）第16トレンチ自然流路ＳＲ16
遺物出土状況２（北西から）

（2）第17トレンチ全景（北西から）

（3）第17トレンチ柵ＳＡ58
（北東から）

Լഅ遺跡



八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）第21トレンチ全景（北西から）

（2）第21トレンチ土坑ＳＫ49
（南東から）

（3）第21トレンチ柵ＳＡ18・59
（南東から）

Լഅ遺跡



八幡木津線関係遺跡ɹਤ൛第 16

下馬遺跡主ཁ出土遺物

Լഅ遺跡
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26201 12 35˃24˄07˅ 135˃08˄58˅
20090421
～

20090612
350 道路建設

たΜばあ΍΂どうΖか
Μけいいͤき;かしの
こ;Μ͙Μ

丹波綾部道路関係遺跡
深ࢤ໺古墳群

;ない͙Μきΐう
たΜばちΐうͦͶ

船井郡京丹波町曽
根

26407 11 35˃09˄17˅ 135˃25˄06˅
20090508
～

20090706
500 道路建設

たΜばあ΍΂どうΖか
Μけいいͤきちΐうた
にこ΅

丹波綾部道路関係遺跡
ஸ谷古墓

;ない͙Μきΐう
たΜばちΐういわ
き

船井郡京丹波町井
脇ஸ谷

26407 ３ 35˃11˄20˅ 135˃21˄34˅
20090803
～

20090918
200 道路建設

ながおかきΎうͤきだ
いよΜͻΌくななじΎ
うさΜじ・ΈなΈかき
うちいͤき

長岡宮跡第473次・南垣
内遺跡

Ήこうしてらど
ちΐうΈなΈかき
うちごじΎうΖく
のいち

向日市寺戸町南垣
内56-１

26208 24・61 34˃57˄05˅ 135˃42˄00˅

20090707
～

20090728 60 道路建設

ながおかきΐうあとう
きΐうだいきΎうͻΌ
くはちじΎうΖくじ・
かΈさといͤき

長岡京跡右京第986次・
上里遺跡

ながおかきΐうし
いのうちたまのう
えごのいち

長岡京市井ノ内玉
ノ上５-１

26209 ７・107 34˃56˄33˅ 135˃41˄30˅
20091020
～

20091203
360 道路建設



しΜでΜいͤきだいな
なじ

新田遺跡第７次

΍わたしうちさと
あらば・;かだち
ない

八幡市内里荒場・
深田地内

26210 38 34˃51˄02˅ 135˃43˄31˅
20091020
～

20091203
360 道路建設

΍わたきͮͤΜかΜけ
いいͤきくらおか΍ま
にごう;Μ

八幡木津線関係遺跡鞍
岡山２号墳

ͦうらく͙Μͤい
かちΐうおおあ͟
しもこまこあ͟だ
い;くじ・ながし
ば

相楽郡精華町大字
下狛小字大福寺・
長芝

26364 4-2 34˃46˄31˅ 135˃47˄05˅ 20081111
～

20090309

1
000 道路建設

΍わたきͮͤΜかΜけ
いいͤきかた΍まいͤ
き

八幡木津線関係遺跡片
山遺跡

ͦうらく͙Μͤい
かちΐうおおあ͟
しもこまこあ͟か
た΍ま

相楽郡精華町大字
下狛小字片山

26364 29 34˃46˄21˅ 135˃47˄17˅
20081111
～

20090309
120 道路建設

΍わたきͮͤΜかΜけ
いいͤきげばいͤき

八幡木津線関係遺跡下
馬遺跡

ͦうらく͙Μͤい
かちΐうおおあ͟
しもこまこあ͟げ
ば・かた΍ま

相楽郡精華町大字
下狛小字下馬・片
山

26364 30 34˃46˄27˅ 135˃47˄13˅ 20081111
～

20090309

880 道路建設

所収遺跡名 छผ 主な࣌୅ 主な遺構 主な遺物 ಛ記事߲

仲ノ段遺跡第
２・３次

集མ跡

集མ跡
集མ跡

集མ跡

集མ跡

ೄ文

古墳
ಸྑ・平
҆
中世

近世

（แؚ層）

（แؚ層）　　　　　　　
（แؚ層）　　　　　

土坑・溝

ϐοト・土坑

ೄ文土器・石᭲・石ි・
石਴・Ṟ片
土師器・須恵器
須恵器・黒৭土器・྘ᬵ
ಃ器
土師器・נ器・中国製࣓器・
貨銭
ං前系࣓器

天田内遺跡第２
次

集མ跡
集མ跡
集མ跡

໻ੜ
古墳
中世

（แؚ層）
溝・土坑
土坑

໻ੜ土器
土師器・須恵器
土師器

丹波綾部道路関
係遺跡深ࢤ໺古
墳群

集མ跡

集མ跡

平҆

中世

土坑

（แؚ層）

須恵器

器・中国製ಃ࣓器・丹נ
波ম

備ߟɿ北Ң・東経の஋は世界測地系にͮجく。



丹波綾部道路関
係遺跡ஸ谷古墓

古墓か ෆ໌ 溝・土坑

長岡宮跡第473
次・南垣内遺跡

集མ跡
集མ
集མ跡

古墳
平҆
中世

溝・土坑
溝・土坑
土坑

土師器・須恵器
土師器・須恵器・נ・㡤
土師器・נ器・中国製ಃ
࣓器・石塔

長岡京跡右京第
986次・上里遺
跡

集མ跡
集མ跡
集མ跡

ೄ文
໻ੜ
໻ੜ～古
墳

流路
流路

ೄ文土器
໻ੜ土器
土師器

新田遺跡第７次 ੜ࢈跡 近世 溝（؛ޢ施設）・流路跡

八幡木津線関係
遺跡鞍岡山２号
墳

古墳 古墳 東棺

西棺
土器棺
土壙墓

四獣形鏡１・؅玉・ޯ玉・
ӓ玉200༨఺
鉄槍・鉄剣５
௚ޱᆵ２
須恵器

八幡木津線関係
遺跡片山遺跡

集མ跡 中世
ෆ໌

溝
ਫ田

土師器

八幡木津線関係
遺跡下馬遺跡

集མ跡 ඈௗ
ಸྑ
平҆

（แؚ層）
土坑・柱穴・流路
掘ཱ柱建物跡・井戸・溝・土坑

須恵器・土師器
須恵器・土師器・נ
須恵器・土師器・נ器

所収遺跡名 ཁ ໿

仲ノ段遺跡第２・３次 遺構としては中世の土坑・溝、近世の土坑などを検出したにとどまったが、ೄ文࣌୅前期・
中期・後期の土器΍石器、古墳࣌୅後期の須恵器、ಸྑ・平҆࣌୅の須恵器、土師器、黒৭
土器などの遺物が出土し、周辺にͦれらの࣌୅の集མがଘ在していることが໌らかとなった。

天田内遺跡第２次 古墳࣌୅の溝・土坑、中世の土坑などを検出するとともに、໻ੜ࣌୅後期～古墳࣌୅後期に
かけての遺物が多量に出土した。周辺に当֘期の集མが޿がっていることが໌らかとなった。

丹波綾部道路関係遺跡深
໺古墳群ࢤ

深ࢤ໺古墳群の࠷南端を調査したが、古墳の形跡とΈられる遺構・遺物は検出されなかった。
中世Ҏ前の溝΍平҆࣌୅の土坑、แؚ層中からೄ文土器、土師器、須恵器、ಃ࣓器などが出
土したことから、周辺の谷部΍丘ྕ裾部に当֘期の集མ΍墓域がଘ在しているՄೳੑがある。

丹波綾部道路関係遺跡ஸ
谷古墓

௚ܘ໿7.0̼、ൺ高ࠩ໿0.8̼のϚ΢ンυ上に石碑が置かれており、古墓とߟえられていた。
石碑が置かれていた地఺の下層で、礫が٧まった۱ؙ方形の土坑を検出したが、出土遺物も
なく、墓穴である֬ূはಘられなかった。

長岡宮跡第473次・南垣内
遺跡

ๅ฾ఏ院廃寺と関࿈するՄೳੑのある平҆࣌୅前期の溝・土坑を検出した。また、中世Ҏ߱
のՄೳੑが高い土坑・柱穴を検出し、物集ঁ֗道Ԋいの集མの一端を໌らかにした。

長岡京跡右京第986次・上
里遺跡

໻ੜ࣌୅～古墳࣌୅の流路跡２か所と໻ੜ࣌୅の流路跡を֬ೝした。流路内からはೄ文࣌୅
൩期深ുと໻ੜ࣌୅前期ᆵ類がൺֱతまとまって出土したことから、当֘期の集མはࠓճの
調査地の北西部にあるものとਪ測される。



新田遺跡第７次 調査地は、八幡市ඒೱ山丘ྕの段丘௚下に位置する。近世後期の೶業用ਫ路などを検出した
が、࠭層΍࠭ར層のج൫層では໌֬な遺構・遺物は検出できなかった。

八幡木津線関係遺跡鞍岡
山２号墳

丘ྕ௖部に所在する௚30̼～25ܘ、墳高3.5Nのԁ墳である。墳௖部に全長7.4N、෯3.5N、深
さ0.8Nの墓壙を設けている。墓壙ఈ部で、ಉ࣌に埋葬された木棺を２ج検出した。東棺は全
長５N、෯0.45Nを測り、四獣形鏡１面、؅玉、ޯ玉、ӓ玉が200༨఺出土した。西棺は全長
６N、෯0.6Nを測り、鉄槍΍鉄剣が５ৼ出土した。副葬遺物から、உঁがಉ࣌に埋葬された
とߟえられる。５世ل前半のங଄である。

八幡木津線関係遺跡片山
遺跡

下馬遺跡の南東方に޿がる集མ遺跡である。近世のߞ作溝などを検出したが、࠭層をج൫層
としており、ଞに໌֬な遺構、遺物は検出できなかった。

八幡木津線関係遺跡下馬
遺跡

鞍岡山古墳群が所在する丘ྕ東方に޿がる؇斜面上に位置する集མ遺跡である。ಸྑ࣌୅と
平҆࣌୅後期の掘ཱ柱建物跡΍溝などを検出した。周辺に所在する里廃寺΍下狛廃寺との関
࿈が૝ىされる。
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